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巻頭図版1
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序

本書は、御垣野一隈野線道路整備事業に伴い、平成16年度に発掘調査を

行いました大宰府条坊跡第239次・第240次・第241次調査の埋蔵文化財発掘

調査報告書ですO

大宰府条坊跡は、大宰府政庁跡の南側に広がる広大な都市遺跡です。今

回はその東側、古代寺院般若寺の北側丘陵裾部の三ヶ所で調査を実施しま

した。ここでは飛鳥・奈良・平安時代を中心として近世に至るまでの遺跡・

遺物が確認され、古代の開発が始まった当時の状況やその後の土地利用に

ついての情報を得ることができました。

本書が学術研究はもとより文化財への理解と認識を深める一助となり、

広く活用され、文化財愛護の精神が高揚することを心より願います。

最後になりましたが、文化財に対してご理解いただきました、関係各位

ならびに諸機関の方々に心からお礼申し上げます。

平成17年3月

太宰府市教育委員会

教育長閥敏治



例言

1. 本書は、太宰府市朱雀 4fl::I2641-2、178-1外、 2630-2で、行った大宰府条坊跡第239次調査・

第240次調査・第241次調査の埋蔵文化財発掘調査報告書である C

2. 調査は、地区道路整備事業による道路予定地の開発に先立つて平成16年度に実施したものであるc

3. 調査は、太宰府市教育委員会の監理の下(担当井上信正)、大成エンジニアリング株式会社に委託

し、同社主任調査員作田」耕ならびに橋津道博が担当・補助し、さらに同小林貴郎が補助した。

4. 調査区のグリッド設定に伴う測量は、株式会社ガイアエンジニアリングが行い、国土調査法第H座

標系を基準としている=したがって、本書の凶中に記載される方位は、特に注記のない限り座標北

(G. N.)を指している D

5. 遺構実測図および遺構配置図は設定されたグリッドを基準として各担当者が作成した。なお、本書

において掲載した全体図については調査した遺構面との関係を踏まえて、整理段階で編集したものも

含まれているこ

6. 遺構の写真撮影は各担当者が行い、空中写真は有限会社空中写真企画が行った。

7. 遺物の実測は、上記担当者の他、久世深雪、白井順子、藤田益美、米津佳子、川井ナツ子が行っ

た。

8. 図面の浄書は、橋淳、白井、藤田、橋都英明、船津郁代が行った。

9. 遺物写真の撮影は、各担当者が行い、 PhotoShop'こよる加工と仮図版作成を粛木隆浩が行った。

10.作表は各担当者の他、一部の入力を中川佐知子が行った。

11.本書に記載される遺構番号は、以下の要領で理解されるc なお報告の中では、遺跡名、調査次数を

略するものである c

条 239 SD 001 

~/\\\\ 
遺跡名 調査次数 遺構種別 遺構番号

12.本書に使用した分類は、基本的に以下のものによっている C

土器 『大宰府条坊跡nJ太宰府市の文化財第7集 太宰府市教育委員会 1983年

陶磁器 f大宰府条坊跡xv-陶磁器分類編-J
太宰府市の文化財第49集 太宰府市教育委員会 2000年3月

須恵器 『須恵器集成図録-第五巻西日本編-J雄山間出版 1996年

製塩土器 森田勉「焼塩壷考Jr大宰府古文化論叢j下巻 九州歴史資料館 1993年
分類は井上の指導の下で実施し、各担当者が補助した。なお、陶磁器分類に際して森田レイ子

の助言を得たc

13. 第240次調査で出土した席については、森山哲和氏の技術協力を得て、現地での剥ぎ取りを実施し

た。

14.各遺構・遺物報告は各調査担当者が執筆したc 担当内容については、 N.調査整理の方法を参照し

ていただきたい。

15. 出土遺物および図面、写真、デジタルデータ等の記録類は、太宰府市教育委員会が保管している D
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1 .調査地の位置と歴史

福岡平野の南東.部に位置する太宰府市は、福岡千野を形成した河川の・つ御性川の 1:.流に位置するご

ここは北から束にかけては三郡山系、内竹、ら|南にかけては背振山系と、 I両山系に閉まれた狭い盆地状の

干野で、この南東は筑紫、F野と接している=こうした地理的条件のため、ここは占来より福岡干野と筑

紫平野を結ぶ交通路上に位置しており、また北の宇美平野や筑豊へも向かう交通路も占くからあったと

見られる=

こうした太宰府市域では、後期旧石器時代から近現代までの遺跡が確認されているが、この中で特に

11立つのが、律令官街「大宰府Jが置かれた古代から、中世までの遺跡である=

太宰府市には、 7世紀中頃の白村江での敗戦により同際的緊張が高まり、水域・大野城・そして基緯

城などの軍事防衛施設が築かれた。その後 7世紀末から 8世紀初頭になると古代の西海道九回二島を統

括し外交機能も有した地方最大の官街「大宰府Jが、水域・大野城・基賂城といった防衛ラインに閉ま

れた内側に設置され、大宰府官街の周辺には、都城のように都市計画に従った計画i地割を持ついわゆる

「太宰府条坊Jという古代都市が造られたことが発掘調査で確認されつつあるここの古代都市の造常は、

市内各所でみつかる整地痕跡や 8世紀初頭に埋没した条坊関連遺構の存在から、 7世紀末にまで遡るこ

とも指摘されているニ

大宰府および大宰府条坊は奈良~平安時代にかけて隆盛したが、当初の形を留め続けたわけではな

く、次第に変容していったc 発掘調査の結果からもこの変容が知られ、いくつかの画期が示されてい

るC 大宰府政庁跡の調査では、 8世紀初頭以前の 7世紀後半代の遺構群(政庁 I期)、天慶 4 (941)年

の藤原純友の乱による大宰府焼亡に関するとされる焼f:層の下面の礎石建物の存続時期(政庁 H期)、

現在地表に露出している、乱後に再建された礎石建物の存続時期(政庁皿期)とし寸画期が提示されて

いるさこの両期は、大宰府条坊内でも検出遺構や整地層の存紅、遺構の空白時期の検討から同様に窺う

ことができ、大宰府全体における重要な画期と捉えることができょう=発掘調査では大宰府政庁は12世

紀前半には廃絶していることが確認されており、その後整備されることはなかったようである c 大宰府

条坊内においても、 11世紀末--12世紀前半には条坊両側から中央部にかけての-帝で遺構廃絶が顕著に

みられ、条坊北東部一帯はその後も引き続き街区が残る C この状況は中世まで続いているコ

大宰府・大宰府条坊が機能していた問、この他にもいくつかのl同期や街区の変遷が発掘調査成果より

指摘されているところであるが、古代から中世において600年間以 t-_の長期間、しかもliiJ位置.で政治

的・宗教的・都I↑i的環境が機能していたところは他にほとんど例がない》この時に形成された政治的機

能や都市環境の主体は、中世前期でほぼ終馬を迎えたといえるが、 1:地宅間・歴史的環境は、この後に

続く中近世だけでなく、現代でも影響し続けているといえよう O

きて、今同報告する第239・240・241次調査l正は、両鉄太宰府線の:口市駅から五条駅までの区間の

線路北側、 l玉|道3U-線の南側で、朱雀 4J"l1に所在する二ここは地区道路整備事業に係る道路敷設に伴

L 、用地買収が進められていた地域であり、試掘調査を実施して埋蔵文化財の所在.が明らかになった土地

の中の 3地以であるコここは大宰府条坊跡の左郭のおよそ中心付近に位置しており、南に約350m前後

の位置にはr1i代寺院般若与跡がある士近隣の発掘調資地点も多く、大宰府条坊に関する遺構が包蔵され

ている日J能件.は高いと予想されていたコ

第239次調査では、調査区全体に複数の遺構而が検出され、良好な状態で包蔵されていたこ調査では

大きく 3つの遺構由1こわけることができたが、整地肘はさらに細分できる可能性もある c 発見された主

な遺構は、千安時代の溝跡、 L坑、小穴であるこ溝跡は複数発見されたが、南北方向に凡そruJじ位置に
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造られており、時期は異なるものの性絡は1"1じ条幼i鼻であることがi-:!!;!される 調査反応には般;fi寺北

側の丘陵が迫っており、その i地の本来的地形が火、l<lff条坊の上地利用に与える影響など、その歴史的

変遷関係を合めてi'ti(な成果がl!~ られたといえる

第240次調盆でli，調査r>(~t 下部で遺術面を 2 而検出したが、本文でぷ述するように~t鑓 tこ近世の遺

慢があり、その周辺にわずかに'1'安時代後期の遺構が確必されたのみである この調査結果から、本遺

跡では!o'i住地としての事;Jmliほとんと・なかったのではないかということがJPえられる。これは本遺跡の

北側に般若寺の丘陵から京商に延びるl己線があり、Wi~iIを小河川流下し、南京都には湿地が広がってい

るために、整地しでも湧水等が激しく、 t地の利用価値があまりなかったのであろう

第241次調査では、遺備面が2而確認できた 本遺跡は般若寺の丘陵から点西に延びるl己伎の北側に

位inL、この尼艇を挟んだ南側に第240次調査地がある 第2遺備面の利用状況を考えると調査区西側

に上坑やピット群があり、東側には畑の畝溝が広がっている しかし、その後第 1遺構耐の時期になる

と畑部分にも整地が施されるが、遺構は検出できなかった 丙鯛には引き続き J:坑やピット群が形成さ

れ、婦な住建物跡も検出している 第2遺構面から第 l遺構而へ移る段階で畑をつぶしてまで整地を行

っているにもかかわらず、建物などの利用がなされていないのはなぜか、丙側への遣憎の広がりはどう

かといったことは現時点で回答を得ることはできず、今後の検討課題である ただ、土地利朗開始当初

{第2遺構耐段階)に東側で畑の利用がなされていたのは、当該地区が粘土財で覆われていたため、居

住空間としての利用を避けたものと考えられる。 しかし、本遺跡は240次調倉地と異なり、 JU~面がし

まりの強い砂層が厚〈堆積しており、地表面にはi湧水はまったくないため、通常の整地が施されて利用

されたものとJJ-えられる
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l大野擁跡
2岩屋嫌跡
3樺ノ尾遺跡
4筑前国分寺跡
5辻遺跡
6国分松本遺跡
7筑前雷分尼寺静
8自分予定町遺跡
9御笠団印出土地

図2 太宰府市とその周辺の遺跡(]30.αぬ)

10.水域跡 19原口遺跡
11大宰府政庁跡 20篠筆遺跡
12観世音寺 21前回遺跡
13.遠賀図印出土地 22宮ノ本遺跡
14.太宰府条坊跡{破線内)23鑑川遺跡
15君畑遺跡 24フケ遺跡
16.般若寺跡 25尾崎遺跡
17市ノ上遺跡 26盤道遺跡
18神ノ前窯跡 27.W揖戸遺跡
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28剣塚遺跡
29唐人塚遺跡
30壷遺跡
31桶田山遺跡
32太宰府天若宮{安楽寺跡)
33浦厩跡
34原遺跡
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ll.調査体制

(平成16 2∞4年度)
太宰府市教育委員会

総括 教育長

庶務 教育部長

調査

文化財課長

保護活用係長

調査係長

事務主査

主任主事

主任主査

技術主査

主任技師

宮崎亮一

技師(嘱託)

開敏治

松永栄人

木村和美

久保山元信

永尾彰朗

藤井泰人 (---6月30日)

膏藤実貴男 (7月1日---)

大石敬介

城戸康利

山村信条

中島恒次郎

井上信正(詞査・整理担当)

高橋学

下川可容子

森田レイ子

柳智子

渡遁仁

長直信

松浦智 (7月1日---)

大成エンジニアリング株式会社 埋蔵文化財調査部

理事

顧問

調査部長

調査課長

工務課長

主任調査員

安孫子昭一:(学術指導・日本考古学協会会員)

服部敬史(学術指導・日本考古学協会会員)

早川 泉(日本考古学協会会員)

板野伸彦(日本考古学協会会員)

渡辺宏司

作田一耕(日本考古学協会会員、調査・整理担当)

橋漂道博(日本考古学協会会員、調査・整理担当)

小林貴郎
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皿.調査に至る経緯

調査対象地は、太宰府Ili朱雀 4Jilに所在するご

平成14(2002)年8J J 16 日、文化財課と~市道路用地課の問で、地区道路整備事業に伴い、今岡の対

象地付近で道路敷設を行うとの具体的な訴が協議されたこここは以前より地区道路整備事業に伴う道路

予定地として計剛されていたところで、市が月j地買収を進めていたところである C

ここは大宰府条坊跡の左郭のおよそ中心付近に位置しており、南に約350m前後の位置には古代寺院

般若寺跡がある 3 近隣の発掘調査地点も多く、大宰府条坊に関する遺構が包蔵されている可能性は高い

と予想されていた=

そこで、平成14年11月18日に朱雀 4rl~ 178 -1外(第240次調査区、今回報告)を、平成15(2003) 

年9月4日に朱雀 4-r f-"j 2641一2 (第239次調査l豆、今同報告)、朱雀 4-r日2653-7 (第241次調査区、

今回報告)及び朱雀 4-r目2630-17 (第242次調査l豆、未報告)で確認調査を行ったところ、遺構が確

認されたため、ここを発掘調査することになった。この他の道路予定地についても確認調査を実施した

が、遺構が確認できなかったため発掘調査対象からはずしているこ

これらの発掘調査整理報告事業を行うにあたっては、文化財課における当時の緊急発掘調査計画・実

施状況等を鑑みて、第242次調査区は文化財課直営で調査を実施することにしたものの、その他の第

239・240・241次調査区については民間の調査組織に委託することになり、指名入札の結果、大成エン

ジニアリング株式会社と調査整理報告委託契約を行ったこ

調査は平成16(2004)年 7月13日に、太宰府市と大成エンジニアリング株式会社とで現地立会を行

い、同年 7月20日より第239次調査区から重機による表士除去作業を開始したコ調査期間および対象面

積・調査面積等については、 rw.調査整理の方法」およびrv.調査の概要Jを参照していただきたい。
最終的に平成16年12月21日に調査は終了した。整理作業については、調査期間中より一部取り掛かっ

たョ調査終了後は整理報告作業を行った。

N.調査整理の方法

各調査l正におけるグリッドの設定は国土座標第E座標系により、位置を明示した=このとき、 3筒所

の調査lベ全体に 3mr1Q方のグリッド網を設定し、各々の調査区においてグリッドラインを、 l軒からA・
B ・c...、東から 1・2・3…としたc グリッドは南東角のグリッド杭の名称をfli該グリッドの呼称と

したコグリッド設定に係る測量は(株)ガイアエンジニアリンク'が行った=

作凶は遺物取り上げ用の遺構略測図(本書中の遺構配置図)を 1/100で作成し、遺構個別l刈・ 1--肘凶

等を 1/20で作凶した他、一部の遺物平面図について 1/10で作凶したこ

各現場において取り上げた遺物については、現場作業実施期間中に洗浄作業を開始したごまた、遺構

に関連する遺物の抽出作業につドても一部は同期間中に実施した二

出f".遺物の整理作業については、太宰府市教育委員会の了承を得て、東京都府中市にある大成エンジ

ニアリング株式会社府中事務所において行った。

調査・整理方法については、基本的に f佐野地区遺跡群 1j (太宰府市の文化財第14集 1989)、「太

宰府市における賄蔵文化財調査指針J(太宰府市教育委員会 2000年4Jnの内容に準じているこ

一7-



v.調査の概要

( 1 )大宰府条坊跡第239次調査

1 .調査の経緯および調査・整理方法

調査対象地は、太宰府市朱雀4丁目2641-2である O 調査は平成16年7月13日より開始し、 11月8日

にほぼ終了した。対象面積は1∞.58凶、調査面積は75.08rrlであるO 調査は橋津道博が担当し、作田 J 耕

が補佐した。

当該地は、鏡山条坊推定案(鏡山猛「大宰府の遺跡と条坊Jr史淵16・17J1937年[鏡山猛『大宰府
都城の研究j風間書房1968年所収])の左郭9条 5坊 (90m条坊案[井上信正「大宰府の街区割りと街

区成立についての予察Jr条里制・古代都市研究通巻17号j条里制・古代都市研究会2001年12月]左郭
11条 5---6坊)に位置する。北西方向約8∞mには大宰府政庁跡があり、北方向約7∞mtこは観世音寺が
ある 3 調査区のすぐ南側は般若寺北側の丘陵が迫っており、この丘陵裾を調査したといえる=遺構確認

面の標高は約33.2m---33.6 mである C

発掘調査を実施するにあたり、試掘調査の結果報告を基に調査区東端部から-表七除去作業に着手した

が、このとき本来第 1遺構面となるべき確認面を削り取っていることが壁面士層観察から判明し、急遁

掘削深度を浅くした。試掘調査では確認されなかった遺構面の存在を確認できたということは幸いとい

えるが、これによって調査区グリッドの 3ラインより東側の地域における遺構確認は事実上第 2遺構面

によるものとなっている。なお、各遺構については埋土の状況などから第 1遺構面に帰属すべき遺構か

否か判断し、それ以外を第2遺構面に帰属させている。

また、調査医を南北に縦断するヒューム管については、その使用が廃されているかどうか確認が取れ

なかったため撤去を見合わせて調査を実施した。

その他の調査・整理方法については「例言Jおよび fIV.調査整理の方法Jを参照していただきた

し、D

(東) 立 当主 斗ζ (酉)

盛土 (1-15:
18 

S-51 灰白色砂賃土旭山

(函) 半 斗ζ 半 ¥;('. 

18 
盛土 (1-15)

57旬 灰白色砂貧土地山 S-9 

※各土眉につけた番号はP-11の基本土層注記を参照

Fig.239・1 大宰府条坊跡第239次調査 J-.層模式似l
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2. 層位 (Fig.239・1・2、Pla.239・4---6)

本調査l亙では、表上から約1.2mの深さまで現代盛1:がされており、直下に水田であった頃のものと

思われる青灰色粘士層が0.2mの厚きで堆積している様子が看取されたョその下位に、近辺の丘陵の基

盤を形成する茶褐色の粘質 1:(鳥栖ローム尉)を利用した複数層にわたる堆積層を確認したご堆積層は

大きく 2つの層に分層され、その各由.で遺構を検出しているご

また、調査区南阿部において、比高差にして約75cmを2.5m程度の距離で、上昇する急激な地形変化が

確認、されたここの地形を整地するように、第 2遺構面基盤層が形成されており、さらに地形変換ライン

北側には質の異なったJ:を数層にわたって整地した様子も確認されている O この整地層は条坊の区画溝

と思われる遺構の西側において顕著であり、調査l豆グリッドのCライン (X= 56.098.0)でゴ:層凶を作

成し、その堆積状況を記録したごあたかも版築したかのように細かく層を積み上げている状況が看取さ

れた 3 この整地は第2遺構面ではわずかで、第 1遺構面において顕著となる c

第1遺構面は、この青灰色粘 L層の約0.2---0.4m下方に堆積している茶褐色土層の上面をもって確認

面とした 2 第 2 遺構面はこの茶褐色 L層を取り除いた灰褐色粘質~1:層の上面を、第 3 遺構面は!天褐色粘

質士層を取り除いた灰白色砂質土地山の上面をもって、それぞれ確認面としている c 包含層となる茶褐

色士層中からは奈良・平安時代の土器や瓦片、!天褐色粘質士層中からは弥生:1:器の個体資料なとさが出土

しているO

なお、各遺構面と整地層および検出された遺構の関係は fVI.まとめ」において述べているので、参

照していただきたし~

3.遺構

本調査で発見された遺構は溝、土坑、小穴などで、主に平安時代の遺構とみられるコ注目すべきは、

各遺構面で検出したほぼ南北に走行する溝であるO 第1遺構面で6条、第2遺構面で l条、第3遺構面

で2条を検出しており、条坊区画の区割りに関連するものと考えられるc

ここは90m条坊案の左郭5坊路の推定ライン上にあり、今年度、南へ約100mの丘陵上を調査した第

235次調査区でも、この推定ライン上で南北溝が検出されているご溝の走向方向からも、当調査l~~ で検

出した溝のし、ずれかとつながる可能件iま高"¥ c これらの溝は道路側溝だ、った可能性が高いが、溝にはさ

まれた空間で、道路遺構に想定されるような硬化面や遺構は検出できなかったこ

なお、各整地層は主に条坊溝の西側で確認したが、東側に茶褐色1:層が続いていることは上層観察か

ら窺うことができるO これらの整地の理由は現時点では不詳だが、調査区南両側は第 2・3遺構面検出

時にはかなりの傾斜があったことが判明しており、調査区の南西側の土地の試掘調査で、は、表:1:除去後

すぐに地山が露出し遺構が検出されていない状況であることから、当時、調査l正南から南両側にかけて

E陵が伸びていたことが想定されるョこの丘陵裾部の傾斜がきつい部分に、こうした盛I-.整地を行った

可能性も考えられよう O

また、以褐色粘土層および第 3遺構面から検出された遺構からは、弥生時代の遺物のみ出J:してい

るc lH-1-.遺物から近隣に弥生時代の牛j舌痕跡があったことが推定され、調奇|え;北東隣の第242次調査

(未報告)の調査所見でも弥生時代の遺物を含む河川堆積層があるとされることから、第 3遺構面検出

の南北溝はこれに類似する遺構とも考えられる=ただ、これらの整地層・遺構が弥生時代に属するとい

う判断には若干の疑問があるコ灰褐色粘 J:層に類似した整地層は第242次調査区で検出されており(奈

-9-



c ∞ ¥¥ 
) 

苦ぜ

主

，¥ 
" 、-

1ト

u 

安ム.1

齢者

ー.~田ー

司ヲ〈t 

理

K fE室。長号a 

ーー点=園、守

主等』兵主ご

d将L 担主

s 

毘

¥
」
T
R
-
4
M門
小

恥

高
z 

0<月
:8; 
x>  
句，
0-一一ー一一一

2 

/
 

F 

<D 

、

小

早

R

-

司
骨
円
・
-
w
・
〉
一

司
冊
。
唱
曲
，

x
-
的

U

〉

.一

'"' '" 

-w国門守
司

E

〉

笹 I!; 

い]附
i 富i ヲよ。品 ¥ 

ー ぽ、

てp、
‘、

入
」
、
小

U

-10-

/'ノマ

g 



基本 1:層注記

ド記のように調査l豆壁而およびグリッドCライン (X=5ω98.∞)における全ての士層について通し番号を割

り当てたものであるc かつて水田であった頃の士層と判断された r16Jより上層は表土としたc なお、番号は

できる限り新川関係に留意して割り当てたが、層が接していないものについては時期差の判断根拠に乏しいも

のもあるこ

表土(現代盛土等を含む)

1 ，火山色砂質上(マサ士)

2 茶褐色士(カクラン盛土)

3 淡樫色砂質土(マサ土)

4 ，天褐色砂質士(マサ士)

5 ，天褐色土(廃土)

6 ，天黄色粘土(廃土)

堆積層および遺構埋土

表土下~第1遺構面を覆う層

17 ，火褐色土 31 

18 黒茶褐色土 32 

19 暗!天褐色士 33 

20 明褐色士 34 

21 暗褐色土 35 

22 明茶版褐色土 36 

23 S -22暗茶褐色士 37 

24 S -52黒褐色土 38 

25 S -52黒茶褐色士 39 

26 暗茶褐色士 40 

27 S -19暗茶褐色士 41 

28 S -19暗褐色士 42 

29 S -19黒褐色士 43 

30 !.U褐色 L 44 

7 暗茶褐色士(カクラン盛土)

8 灰色砂質士(マサ士)

13 灰黄色粘土(廃土)

14 暗灰褐色士(盛士)

15 茶褐色土(盛土)9 灰黄色粘土(廃土)

10 茶褐色砂質士(マサ士)

11 黒褐色士(廃士)

16 青灰色粘土(旧水田堆積層)

12 黄褐色粘質土(廃土)

S -1時茶褐色土 45 S-9黒褐色土

S -23暗褐色士 46 茶灰褐色土

S -23黒褐色土 47 茶褐色士(第1遺構面基盤層 整地層)

S -23暗茶褐色土 48 黄褐色粘質士(整地層)

S -17暗褐色士 49 淡茶褐色土(整地層)

S -53黒褐色土 50 淡黄褐色粘質土(整地層)

S -53暗褐色士 51 淡茶灰褐色土(整地層)

S -16茶褐色土 52 黄白色粘質土(整地層)

S -16暗褐色土 53 暗茶褐色粘質士(整地層)

S -16褐色土 54 灰茶褐色粘質士(整地層)

S -16黒茶褐色土 55 黒灰色粘質士(整地層)

S -16灰褐色士

S -16黒褐色土

S -16暗茶褐色七

第 1遺構面基盤層~第2遺構面を橿う層

56 S -33淡茶褐色粘質士

57 茶褐色粘質士(整地層)

59 明茶褐色粘質士

60 暗褐色砂

58 淡黄白色粘質土(整地層 61 ，天褐色粘質士(第 2遺構而基盤崩 整地層)

第2遺構面基盤層~第3遺構面を橿う層(地山)

62 明茶色粘質 L 64 S -49暗以色砂質上

63 S -51暗!火色砂質土

地山 !天1'1色砂質 1:地IIJ(第3遺構面基盤層)

-11-
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良時代後期前後の遺物を合む)、第 3遺構而で検出した溝が、 上層検出溝|司様ほぽ南北に走行すること

を見ると、出 1:遺物だけで、判断で、きない要素もあると想定されよう C この点については、周辺調査成果

を待ちたいこ

( 1 )第 1遺構面検出遺構

第 1遺構面検出溝(溝状遺構を含む)

23950∞1 (Fig.239-4 . 5) 
調査l正両側で検出された南北溝で、条坊の西側溝にあたる C グリッドの 5ライン東l在近を南北に走行

し、グリッドのCラインより北側でやや東傾する C 南は調査区外へと続き、北はヒューム管の東側へ続

くことが予想されたが確認されなかったこ検出長6.6m、検出最大幅1.06m、深さO.36mを測る c 埋-f:は

暗茶褐色 1-.で‘ある士山-1--遺物は平安時代中頃を最新とすることから、この頃に坤.没した事が窺えるτ

23950016 (Fig.239・4) 

調査区東側、 C2 . C 3グリッドで検出された南北溝で、やや附傾して走行するこ南は調査区外へと

続き北は-部をカクランによる破壊を受ける C 検出長2.43m、検出最大幅1.3m、深さO.48mを測るつ埋

土は時期の古いものから暗茶褐色J:..灰褐色土・黒褐色土・黒茶褐色土・褐色士・暗褐色土・茶褐色土

であるC 出土遺物には、近世遺物がわずかに混入するものの、埋士下層に伴う出土遺物の状況から、埋

没時期は大宰府土器編年のX期後半以降と判断される D

23950017 (Fig.239・4・6) 

調査区西側、グリッドの 5ライン東直近を南北に走行するC 調査区を南北に貫き、北側の一部をヒュー

ム管で壊されているものの、検出長9.62m、検出最大幅1.32m、検出最大深度0.58mを測るご主要遺構

との切り合い関係は、遺構の北側において SD033を切り、南側において SDOOlに切られるC 出土遺物

は大宰府士器編年のX1期を最新とすることから、この頃に埋没した事が窺える C

23950019 (Fig.239・4) 

調査区東側、 D2グリッドで検出されたc 約15度東傾して南北に走行し、北側は調査区外へと続く c

検出長2.47m、検出最大幅1.42m、深さO.l8m (調査開始時の削平による)を測るこ埋-1-:は時期の古い

ものから暗茶褐色J:.・黒褐色J:・暗褐色J:.で、ある C 出土遺物は平安時代中頃を最新とすることから、こ

の頃に埋没した事が窺えるC

23950022 (Fig.239・4) 

調査[正丙側、 C4・D4グリッド内、ヒューム管の北東側の直脇に確認されたこ南北に走行し、北は

調査区外へと続く C 南側とヒューム管の西側において遺構の延長が確認されていないため全容は不明と

吉わざるを得ないが、 SD017の--部である可能性も残されているが、今岡の調査において確証を得られ

なかったご検出長2.l6m、検出最大幅O.5m、検出最大深度O.4mを測るご埋没時期も不明であるが、壁

面:1:肘から第 1遺構面に帰属させたこ

23950023 (Fig.239・4・6) 

調査[x=両側、 A4.B4グリッドで検出されたご南北に走行し、南は調査区外へと続くニ検出長

l.lm、検出最大幅0.45m、検出最大深度O.l7mを測るc 他の遺構との切り合い関係は、 SDOOlに切ら

れ、 SD017を切るこ埋j:は時期の古いものから暗褐色1:・黒褐色l:・茶褐色 1:で、あるご坤[1-0及び遺構

の切り合し、から、煙没時期は平安時代中頃と判断される c

第1遺構面検出その他の遺構

14 -
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2398X∞4 (Fig.239・4) 
調査区西側、 B4・C4グリッドで検出された小穴群であるc 埋ー士は明褐色J:で、酸化した士がマー

プル状に混入しており、同様の埋土を持つ 9基を関連する遺構と想定し、まとめて遺物を取り上げたc

これらの小穴の内、 C4グリッドに存在する小穴から土師器小皿a (Fig.239・9-6)が出土しているO

2398X014 (Fig.239・4) 

調査区東側、 C3グリッドで検出された小穴である O 埋土は暗褐色士で炭化物をまばらに含む。地山

となる灰白色砂質土まで掘り込む。遺物が格子目のある平瓦片数点と大宰府土器編年咽期の土師器杯、a

(Fig.239・9-7、Pla.239・7)カt出土している O

( 2 )第 2遺構面検出遺構

第2遺構面検出溝

23980033 (Fig.239・4・7) 

調査区西側、グリッドの 5ライン東直近、 SD017の下層に存在するこ南北に走行し、北は調査区外

へと続く O 検出長3.83m、検出最大幅O.8m、検出最大深度O.58mを測る=他の遺構との切り合い関係

は、 SD017に切られる C 埋土は時期の古いものから暗灰色粘質土・淡茶褐色粘質土であるc 出土遺物

から、埋没時期は大宰府土器編年のX期前後と思われるO

( 3 )第 3遺構面検出遺構

第3遺構面検出溝

23980049 (Fig.239・4・7) 

調査区の西側、ヒューム管の真下にあたる位置で検出したc 調査区を南北に貫き、やや酉偏して走行

するO 遺構の中央部分をヒューム管の保護のために未調査とせざるを得なかったものの、検出長

6.95m、検出最大幅1.6m、検出最大深度O.58mを測る D 今回の調査で検出した溝の中では底面の幅が一

番広く、 J寧な造作の印象を受けた。埋土は暗灰色砂質-1:で、出J:遺物は弥生上器の小片がわずかに出

土しているのみであるO なお、 f3.遺構」の前段においても述べた通り、これらが遺構と直接関連する

遺物とは必ずしも言いがたく、埋没時期は奈良時代の終わりから干安時代前期と予想されると

23980051 (Fig.239・4・7) 

調査区ほぼ中央、 B3・C3グリッド内、 SD049に平行するように存在が確認された。検出長

2.75m、検出最大幅O.52m、検出最大深度O.09mを測るC 埋土は暗灰色砂質土で、ある=これも239SD049

と同様の見解から、埋没時期は奈良時代の終わりから干安時代前期と予想されるコ

4. 遺物 (Fig.239・8---10 Pla.239・7) 

( 1 )第 1遺構面出土遺物

第1遺構面溝出土遺物 (Fig.239・8) 

80∞1暗茶褐色土出土遺物
須恵器

16-



壷(1 ) 

大斐(2 ) 

日縁部破片ョ推定口径19.8cm、残存高3.3cmc焼成、還元ともに良好で淡灰色を呈するc

頭部~体部破片。残存高6.4cmc焼成、還元ともに良好で淡灰色を呈するコ外面には風

化した自然、軸、内面には接合の際の指頭痕がみとめられる C

士師器

小皿 a (3) 推定口径10.0cm、器高1.65cm、推定底径7.0cmo焼成は良好で、色調は淡樫色を呈

し、胎士には微細な雲母片を少量含む。底部外面の切り離し処理は回転ヘラ切りによって処理されてい

る♀

椀 c (4) 推定口径14.9cm、器高5.2cm、底径6.7cm。焼成は良好で、色調は淡糧白色を呈する O

底部外面には板状圧痕の跡が認められるが、全体の器面調整ついては観察困難であるo

斐(5 ) 底部破片。残存高4.2cm、推定底径9.&m。胎士は粗いが焼成は良好で、色調は糧白色を

呈する O 内面はナデ調整が施され、漆皮膜(肉眼観察による)らしい付着物が認められる O

黒色土器B類

椀 c (6) 推定口径14.9cm、器高5.lcm、底径6.8cm。器面調整はミガキ Cの後、口縁部に回転ナ

デと高台貼付けに伴う回転ナデがそれぞれ施される。底部外面調整は観察困難であったc 焼成は良好で

色調は黒色を呈する。胎土は敏密で雲母片を少量含むc

土製品

羽口(7 ) 破片。残存部分の長さ4.9cm。焼成は良好で、内面は淡糧白色を呈するョ外面はケズリ

及びオサエによって器面調整がなされ、色調は灰白色であるが被熱した部分は灰色を呈しているC

8D016出土遺物 (Fig.239・8) 

8D016黒茶褐色土出土遺物

土師器

小皿a1 (8 --10) 8は口径9.7cm、器高1.1cm、底径7.2cm。焼成は良好で色調は淡糧白色を呈す

るョ器面調整は回転ナデ後内底ナデ。底部外面の切り離し処理は回転ヘラ切りによって処理され、板状

圧痕が認められるo9は推定口径9.&m、器高1.0cm、推定底径7.4cm。焼成は良好で色調は淡灰白色を

呈するG 器面調整は回転ナデ後内底ナデコ底部外面の切り離し処理は回転ヘラ切りによって処理されて

いる 10は推定口径10.4cm、器高0.9cm、推定底径7.4cmo焼成は良好で色調は淡灰色を呈する O 器面

調整は風化により観察困難であった。

丸底杯、 a (}I) 推定口径13.3cm、器高3.6cm、推定底径7.7cmっ焼成は良好で色調は棺!天白色を呈

する土器面調整は同転ナデ後内底ナデ土底部外面の切り離し処理は[ll]転ヘラ切りによって処理されてい

るコ口縁部を回転ナデ調整により外反させている C

丸底椀 (}2) 口径14.4cm、器高3.9cm、底径6.9cm。焼成は良好で淡糧白色を呈する C 器一面調整は

岡転ナデ後内面にミガキ Cを施し、さらにナデ調整をおこなっているつ日縁部調整のための阿転ナデが

施されている c 底部外面の切り離し処理は同転ヘラ切りによって処理され、板状1{痕が認、められる 3 体

部と底部の境界を・周するように爪跡のような傷が認められたo 7 --8 mm間隔で、つけられており、明

らかに故意であるが意図は不明。

器台 (}3) 脚部破片。残存高7.3cmo残存部断面の推定外径3.2cm、rJi)推定内径1.2cmc焼成は良好

で淡燈白色を呈する±器面調整は風化のため観察困難であったc

瓦類

干瓦 (}4) 破片=格子叩きが施される二残存部は、長さ7.5cm、幅7.4cm、厚さ1.9cmo焼成は良併

で淡糧自色を呈するこ鴻櫨館亜式合
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80016暗褐色土出土遺物

土師器

小皿a2 (15) 推定口径9.5cm、器高O.9cm、推定底径7.0cm。胎士は敏密で、雲母片を少量含む。焼

成は良好で色調は淡糧自色を呈する=底部外面の切り離し処理は阿転ヘラ切りによって処理され、板状

正痕が認められる o 1]縁部は内面に沈線を施し、やや下方へ折れる C

黒色土器B類

椀 c (16) 底部破片c残存高2.5cm、推定底径5.&m。器面調整は、内面にはミガキ Cが認められ

たが、外面は風化により観察困難であった。焼成は良好で色調は黒色を呈するO 胎土は敏密で白色の砂

粒を少量含む。

80016黒褐色土出土遺物

土師器

小皿 a (17) 口径9.6cm、器高1.7cm、底径5.4cmo胎士は敏密で雲母片を少量含むc焼成は良好で

色調は淡燈色を呈する C 器面調整は風化のため観察困難であるが内底ナデの痕跡が確認できるC 底部外

面の切り離し処理は回転ヘラ切りによって処理され、板状圧痕が認められるO

80017出土遺物 (Fig.239・8・9) 

80017暗褐色土出土遺物

土師器

小皿a (18) 小破片。残存高1.2cm、推定底径5.4cm。胎土は敏密で砂粒、雲母片をわずかに含むc

焼成は良好で色調は淡樟色を呈する O 器面調整は風化のため観察困難であった。

椀 c (19) 推定口径14.&m、器高5.lcm、推定底径7.4cm。焼成は良好で淡糧白色を呈する。器面

調整は風化のため観察困難であった。

器台 (20) 脚部破片c残存高5.5cm。残存部外径3.lcm、推定内径l.Ocm。焼成は良好で淡樟白色を

呈する O 外面調整はヘラケズリを下方へと施し、受けとなる杯(乃至皿)部との接合部分にナデ調整を

施しているO

石製品

砥石 (21) 砂岩製砥石破片。残存部の長さ8.2cm、最大幅12.&m、最大厚4.lcm。使用面は 3面

(表面、裏面、右側面)で擦痕は全ての使用面に認められる O なお、使用面は風化によって剥落してい

る可能性が指摘できる O

石鍋 (22) 滑石製石鍋の把手及び口縁部破片。残存高5.2cm、推定口径21.5cm、器厚1.7cmc外面

全体に、ノミ状工具による縦方向のケズリが施されるO 内面には何らかの工具で削り取られた痕が残

るO

石鍋補修品 (Fig.239・9一1) 滑石製c長軸9.85cm、短軸7.0cm、厚さ2.05cmc煤が付着している

部分がノミ状工具による器面調整によって削り取られていることから、石鍋を再利用したものと思われ

るC 差し込みとなる部分は断面形状が台形を呈しており、破損孔から抜け難い構造に成形したものと予

想される C 傘となる部分は粗いケズリにより調整される、 a部に煤が付着しており補修後の使用を物語

る3

80019出土遺物 (Fig.239・9) 

80019暗褐色土出土遺物

土師器

椀 c (2) 底部破片c残存高2.7cm、推定底径6.6cmo焼成は良好で色調は淡燈白色を呈する C 胎
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L:は敏密で、白色の砂粒を少量含む3 器面調整は風化により観察困難であった=

80019黒褐色土出土遺物

t~師器

小皿 a (3) 推定H径9.8cm、器高0.85cm、推定底径8.5cm。胎土は敏密で砂粒、雲母片を少量含

むこ焼成は良好で色調は淡樟白色を呈する C 器面調整は回転ナデ後内底ナデc 底部外面の切り離し処理

は同転ヘラ切りによって処理される C

椀 c (4) 底部破片c 残存高1.9cm、推定底径7.7cm。焼成は良好で淡樫白色を呈する=胎~i~ は敏

帝で砂粒を少量含む。器面調整は風化のため観察困難であった。

80022出土遺物 (Fig.239・9) 

80022暗奈褐色土出土遺物

石製品

碑(5 ) 凝灰岩製。残存部の長軸15.lcm、短軸15.0cm、最大厚8.lcm、重量2.620g 0 

第1遺構面その他の遺構出土遺物 (Fig.239・9) 

8Xω4明褐色土出土遺物

土師器

小皿 a (6) 推定口径9.2cm、器高1.3cm、推定底径6.6cmo焼成は良好で色調は淡樫色を呈するc

器面調整は風化のため観察困難であった。

8X014暗褐色土出土遺物

土師器

材~ a (7) 口径11.5cm、器高3.4cm、推定底径6.5cm。胎土は敏密で砂粒、雲母片を少量含むc 焼

成は良好で色調は樟白色を呈するO 器面調整は回転ナデ後内底ナデ。底部外面の切り離し処理は回転ヘ

ラ切りによって処理され、板状圧痕が認められるコ大宰府土器型式編年咽期の所産と思われるこ

8X052黒渇色土出土遺物

龍泉窯系青磁

椀(8 ) 底部破片。残存高2.7cm、底径6.lcm。胎土は敏密で焼成は良好3 素地の色調は青灰色及

び淡青灰色で、紬調は灰緑色を呈する。素地の見込み部にケズリによる沈線が一周する。高台はケズリ

出しによって成形される=底部外面は基本的に無柚であるが、高台の内側にも僅かに柚が掛かっている

筒所が認められるこ 1 -1類と判断されるこ

( 2 )第 2遺構面出土遺物

第2遺構面溝出土遺物 (Fig.239・9) 

80033淡茶褐色粘質土出土遺物

上師器

小皿 a1 (9 --11) 1は口径10.9cm、器高1.9cm、底径7.&m。胎士は敏密で砂粒、雲母片をわず

かに含む。焼成は良好で色調は淡糧白色を呈するC 器iii調整は回転ナデ後内底ナデ。底部外面の切り離

し処理は同転ヘラ切りによって処理され、板状任痕が認められる 2は口径10.Ocm、器高l.4cm、底径

6.7cmo胎土は敏密で砂粒、雲母片をわずかに含む。焼成は良好で色調は淡糧自色を呈するc 器面調整

はlil1転ナデ後内底ナデ土底部外面の切り離し処理は回転ヘラ切りによって処理され、板状B::痕が認めら

れるご板状IE痕に伴う内底の盛り上がりが顕著であるつ日縁部内面及び口唇部の-部に煤の付着が認め
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られる 3は推定口径10.5cm、器高1.9cm、底径7.6cm。胎土は敏密で砂粒、雲母片をわずかに含む3

焼成は良好で色調は淡糧自色を呈する c 器面調整は回転ナデ後内底ナデD 底部外面の切り離し処理は岡

転ヘラ切りによって処理され、板状圧痕が認められる。 1. 2に比べて底部外面の切り離し処理は組い

印象を受ける c

黒色土器B類

椀 c (12) 底部破片。残存高2.lcm、推定底径8.&m。胎土は敏密で砂粒を少量含む。焼成は良好

で色調は黒色を呈する O 器面調整は全体に回転ナデと高台貼付けに伴う回転ナデ。さらに体部外面と高

台の接地部分にミガキが施される O

( 3 )第 3遺構面出土遺物

第3遺構面溝出土遺物 (Fig.239・9) 

SD049灰色砂出土遺物

弥生土器

破片(13) 残存高6.9cm。胎土は砂粒を目立って含み、粗い印象を受けるO 焼成は良好で淡樟白色

を呈する己内外面には密にハケメ調整が施される O ハケは幅1.5cm、8条を単位とする O 外面下方に煤

の付着が認められる O

( 4 )整地層・堆積層出土遺物

暗灰褐色土層出土遺物 (Fig.239・9) 

瓦類

軒丸瓦(14) 瓦当部破片c 推定直径は15.0cm、残存部の長さは7.7cm。胎土は敏密で白色砂粒及び

黒色鉱物粒を少量含む。焼成は良好で色調は青灰色を呈するO 外区文様は珠文、内区文様は蓮弁。残存

部には珠文が6ヶ所確認でき、蓮弁は複弁であるO 印龍つぎの溝の端が認められることから、正対して

左下方の破片と判断されるo

金属製品

鉱浮(15) 椀型淳。長さ6.lcm、幅4.4cm、厚さ1.7cm。気泡の孔と小礁の混入が目立つ。色調は黄

褐色を呈するO

石製品(16) 石鍬か。長さ10.9cm、厚さl.6cm、残存部の幅7.3cm。下半部の表面は滑らかで、上

半部に比べて稜線が目立たないほどになっているO 頁岩製。

茶褐色土層出土遺物 (Fig.239・9) 

須恵器

杯 c (17) 底部破片c 残存高3.l5cm、推定底径8.2cmo焼成はやや甘いが還元は良好で、色調は体

部外面が灰黒色、その他の部位は灰色を呈する 3 器面調整は回転ナデで、貼付け高台を有するが底部外

面の調整は観察困難であった。

須恵質J:器

壷 (18) n縁部小破片D 残存高1.7cmo焼成、還元ともに良好で青灰白色を呈する D 器面調整は回

転ナデで、内面に沈線を施す。

灰褐色粘質土層出土遺物 (Fig.239-10)
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須恵器

杯 c (1) 底部破片ご残存高1.4cm、推定底径8.2cm。焼成、還元ともに良好で、色調は青灰色を

呈するコ器而調整は阿転ナデで、底部外而の切り離し処理は向転ヘラ切りによって処理され、高台貼付

けに伴う同転ナデが施されるご

壷(2 ) 底部破片かこ残存高2.8cm、推定底径12.0cm。焼成、還厄ともに良鮮で、色調は青灰色を

呈するc 器面調整は回転ナデ後内面ナデで、底部には平行するくっきりとした沈線が認められるご

上師器

直口壷(3 ) 推定口径16.2cm、器高31.&m(残存高)、推定底径6.4cm:J器ー由.調整はハケメ後、外面

ミガキで、底部穿孔されている c 外面胴部から底部にかけて広範囲に黒斑が認められる(図版中のトー

ン部分)。表面の風化が顕著で大部分が調整不明といえるO 古墳時代初頭の所産とみられる。

二重口縁壷(4 ) 推定口径17.6cm、器高23.7cm(残存高)、推定底径4.6cm。器面調整はハケメ後、

内面ナデ、外面ミガキ Cが施され、底部穿孔されている C 頭部と胴部の接合部分に指頭圧痕が認められ

るO 底部付近に大きな黒斑が認められる(図版中のトーン部分)。表面の風化が顕著で大部分が調整不

明といえる c 古墳時代初頭の所産とみられる C

杯 c (5) 底部破片。残存高1.9cm、推定底径5.3cmc胎士は敏密で砂粒、雲母片を少量含む。焼

成は良好で色調は明糧色を呈する C 器面調整は回転ヘラケズリ後ミガキ a (回転ヘラミガキ)c 高台貼

付けに伴う回転ナデ。底部外面の切り離し処理は不明であったc

杯ax杯d (6) 口縁部破片。推定口径11.1cm、残存高3.3cmc胎土は敏密で砂粒、雲母片を少量

含む。焼成は良好で色調は淡糧色を呈する。器面調整は内面ミガキ a (回転ヘラミガキ)、外面回転ナ

デ後ミガキ aが施される C

把手(7 ) 長さ6.9cm、幅4.9cm、高さ4.5cm。胎土は敏密だが砂粒を目立って含む。強いヘラケズ

リの後、上面を強くオサエて引き上げる成形を施して。焼成は良好で色調は淡樺色を呈する O

高町、(8 ) 脚部破片c残存高6.0cm。焼成は良好で色調は淡糧色を呈する。胎土は敏密で砂粒、雲

母片を少量に含むつ風化のため器面調整は不明だが、外面にハケメがわずかに確認できるO

製塩土器

煎熟土器(9 ) 胴部破片。残存高3.2cm、器厚O.5cm。焼成は良好で色調は灰褐色を呈する C 胎士

にはlmm前後の砂粒を多く含む。

瓦類

平瓦(10) 破片っ残存部は、長さ7.lcm、幅7.6cm、厚さ2.7cm:J胎土は敏密で砂粒をわずかに含

む。焼成は良好で淡燈灰色を呈する C 風化により器面調整は不明だが、模骨痕が顕著であるc

表土 (Fig.239-10)

瓦類

軒丸瓦(11) 瓦当部破片。推定直径は16.0cm、残存部の厚さは3.8cm。胎j..は敏密で、白色砂粒を目

立って含む。焼成は良好で色調は表が反白色、裏が反黒色を呈する C 外区文様は珠文、内区文様は蓮

弁、中房文様は---連蓮子。珠文個数は不明、蓮弁は複弁六葉で、蓮子は 7個と思われる C 印龍つぎの溝

が認められる C 鴻瞳館亜式。
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( 2 )大宰府条坊跡第240次調査

1.層位

調査地は調査前まで宅地として利用されていたョ明治以降に行なわれたと考えられる整地で1~ 1.6m 

の盛土が行なわれ、そのドにO.I~O.3mの近世堆積1:が認められる O 土層を見ると近現代の盛土は調査

区北端の J3・4グリッド付近が」番厚しh これは調査の最終段階で地山面まで下げた結果、ここからG

4・5グリッド方向に小河川が流れており、元々地形が低かったため特に近現代になって大きく盛土を行

ったと考えられる O 地形が低いためかこの流路の東岸には本報告書にも取り上げた SE004があり、西

岸には近現代の井戸が3基掘削されてい

るD また調査中つねにi雨水や染み出し水

が見られ、調査区壁面の崩落が激しかっ

たのが本地区付近であるなど、水が集ま

りやすいこともこの場所の特徴を表して

いるc

この小河川の東岸地山はHl・2グリッ

ドから D4・5グリッド方向に幅約2mで、帯

状の微高地(黄褐色粘性土)が延びてい

w E 

表土 近・現代の盛土・富士)

灰ヨ匪褐色土・茶灰渇色土以降近現代までのtI禍土

阪Ji樋色土・叢灰褐色土

Fig.240-1 太宰府条坊跡第240次調査土層模式図

る3 調査区南端では、この徴高地はC7グリッドで東肩を検出しているが、調査区南西端B9グリッドで

は微高地が続いており、この付近で、は幅が広がっていることが推定できる O しかしながら、小河川がこ

の徴高地の西側を流下していることから、それほどの広さは考えにくし、。さらに徴高地東側 (G. Hl 

~B6グリッド)の内、 B . C4~B6にかけては、最下層に植物遺体を含む暗褐色砂質土・黒色砂層と

いった水性堆積が見られ、ここでも涌水や染み出し水が激しかったc

これらのことから、小河川と湿地(沼地?)に挟まれた徴高地は上述のとおり狭小のうえ、隣接地の

流水やi雨水が著しいことから、奈良・平安時代には居住空間としては利用きれなかったことが推定でき

る雨水等については、いわゆる「水っきJの場所として、近世にいたるまでほとんど利用されなかっ

たことが、調査結果における遺構の希薄きで理解できょう O

次に各遺構面についての概要を述べるつ

第 1遺構面

遺構を検出した調査区北宇部では、当初、試掘の際確認されていた「茶色 I:J包含層を検出するた

め、北端から南に向かつて表士剥ぎを行なったc その結果、 J5・6グリッド付近で、平安時代の遺物を含

む「茶褐色土層Jを確認した事から同士層掘削深度で、掘り広げることとしたコさらに方眼杭Jライン

とIラインの中間地点では「灰色粘土Jが確認できたことから、それが遺構の埋Lf:で、ある可能性も考慮

に入れ、南に去:1:剥ぎを続けたc この「灰色粘土」が、調査の結果、近世の長大J:坑で、あるSKOI0の

埋:1:で、あったc その南側から以茶褐色土層・茶灰褐色 Jo.層といった干安時代後期の遺物を含む土層を確

認したっ

これらを含めて SKOI0周辺の遺構面である版茶褐色:t:層 (Fig.240-2G. J6付近西壁13層が対応。茶灰

褐色上層の北に隣接)、暗茶褐色上層 (Fig.240-4東壁17尉が対応士 SE004周辺に分布)、茶褐色士層

(Fig.240-2北壁20層が対応。 SKOOl周辺に分布)はすべて南方向に傾斜して堆積しており、人工的な整

地層と判断するのは困難である O このことからすべては自然堆積の可能性が高し~調査区北端は平安時

代後期の_t:坑 (SKOO}) も検出したが、大半を近世の長大上坑 (SKOI0) によって切られており、干-
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安時代の様相は不明であるこ

上述の茶褐色 L層・灰茶褐色土層・茶灰褐色 t:層の他、 Hlグリッドを中心とする地区で確認した、暗

茶褐色 t:層などが、 7・安時代の基盤層と考えられるごこれら諸 L層の上には、整地層と特定できるよう

な上而が安定した士層が確認で、きなかったこ

このことから、本遺跡の遺構面の捉え方としては、第 1遺構面は茶!火褐色L:層を最新の基盤層とする

遺構面である二 lti]整地層が及ばない調査区北端は最初に遺構が確認された面を第 1遺構面とするので、

同面が必ずしも同時期の遺構のみであるとは限らなし、。これは調査当初に、近世長大土坑によって北端

部の検討・理解がィー十分であったという側面もあるので、その点も含めてご理解いただきたいc

暗茶褐色土層・灰茶褐色土層・茶灰掲色土層

これらは第 1遺構面の基盤層となる層群であるO 調査区北半部の概ね方眼杭I列から南に分布し、平

安時代後期の遺構の基盤層となるものである D 暗茶褐色十.層は10--20cm、灰茶褐色土層は厚いところ

で、約30cm、茶灰褐色士層は10--20cmの厚さである。堆積順序は古層から暗茶褐色士層→灰茶褐色士層

→茶灰褐色土層である C 前述のとおり全層とも北から南に傾斜して堆積しており、自然堆積と判断でき

るご茶灰褐色土層は上面がほぼ水平に見えるが、調査区南端まで含めてみると、北端から南端にかけて

標高34.20--33.80mと漸位的に下がっており、これも自然堆積と判断した。

出土遺物から判断すると堆積時期は、暗茶褐色J:層は判断できる遺物の出土がなく不明であるが、灰

茶褐色土層がllcf-t、茶灰褐色士層が12c代と考えられる。

第2遺構面

第1遺構面の基盤層である茶灰褐色士層、灰茶褐色士層を除去した後に検出した遺構面を第2遺構面

としたc その基盤層は黄褐色粘性士 (Fig.240-12の微高地の土層に対応)である c ただし、北端部に関

しては近世遺構が地山面まで達していたため、その遺構壁面に切られて検出した平安期の遺構は第 2遺

構面の遺構としたこ

2.遺構(第 1遺構面)
井戸

240SE∞4 (Fig.240・7) 
HO・1グリッドで検出した±形状はほぼ円形で、直径2.1--2.15m、中央部の深さ1.38mを測る亡床面に長

き約80cm、 -辺4.8--5.5cmの角材 4本をほぞ組した木枠がある士正方位からは約14
0

40' 丙に振れて

いる=床耐に本枠が残るのみで、深さもあまりなしh さらに、地山の灰白色粘_1:層 (Fig.240・2G--J6付

近丙壁20層に対応)よりも深く掘りドげてはいるが、湧水もあまりないことから、溜井の可能性がある

と想定し、ここでは井戸として扱ったこ

1:坑

240SK∞1 (Fig.240・7) 
J5グリッドで検出したこ調査l正境界にかかって検出した遺構のため形状は不明である C 東丙残存長

1.25m、南北残存長0.41m、調整I正壁際中央部の深さはO.l8mを測る。 J:層の第4層は左むを分断するよ

うに縦に貫入していることから、 2遺構である可能性もあるが、その左右の f:層が 1:色、厚さともに対

応していることから、今!日lは 1遺構として報告した士

240SK∞2 (Fig.240・7) 
J6グリッドで検出したこ調査l正境界にかかって検出した遺構のため形状は不明である=壁際中央部の

深さはO.l4mを測るが、 7・両法量は不明である土遺物は出 f-_していないc

n
y
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240SK∞5 (Fig.240・7) 
H5グリッドで検出したニ形状は楕円形で、長軸2.06m、短軸1.58m、中央部の深さ0.7mを測る=

第2層からは席、第 4層からは木胎漆器椀が出j:している C

240SK010 (Fig.240・7) 

H~Jl~6グリッドで検出したこ不整形の長大 J:坑で、両側は調査 I正外に延びている=残存長は

14.l5m、:1:層断面A-A'ラインの幅l.88m、同所中央部の深さO.4mを測る C 近世の遺構であるむ

240SX∞9 (Fig.240・6) 
12グリッドで検出した小穴である:)240SKOI0を切って掘り込まれており、近世以降の遺構である C

3.遺物(第1遺構面)
SK∞1出土遺物 (Fig.240・8) 
SK∞1暗褐色土出土遺物
L師器

小lDla(1・2)はf1縁部から底部にかけての破片で、推定[]径9.6cm、器高1.3cm、推定底径

7.0cmを計る C 磨耗のため底部切り離しは不明 2は推定口径9.6cm、器高1.2cm、底径7.0cmを計るこ

磨耗のため調整、底部切り離しは不明=

丸底杯a(3~5) 3は口縁部から底部にかけての破片で、推定口径15.6cm、器高3.5cmを計るc 磨

耗で調整等は不明であるが、体部の a部にユビオサエの痕跡が認められる o 4は口縁部から底部にかけ

ての破片で、推定口径15.0cm、器高3.0cmを計る 3 底部切り離しはヘラ切り 5はほぼ完形で、口径

15.0cm、器高3.5cmを計る c 底部切り離しはヘラ切りで、体部下半にユピオサエが認められるO

黒色士器B(6) 体部下半から高台育Bにかけての破片で、残存高3.0cm、推定庚符6.0cmを計る A 内

面はミガキ Cである c

SK∞1茶褐色土出土遺物
土師器

小皿a(7~9) 7は口縁部から底部にかけての破片で、推定口径11.2cm、器高2.0cmを計る O 低部

はヘラ切りで、板状正痕あり O 体部外I面は向転ナデ 8は完形で、口径9.8cm、器高1.5cm、底径7.0cm

を計るc 底部切り離しはヘラ切りであるが、他は磨耗のため調整不明。 9は約半分の残存で、推定口径

10.0cm、器高1.5cm、推定底径7.0cmを計るC 底部切り離しはヘラ切りである C

丸底杯(10) 口縁部から底部にかけての破片で、推定口径15.0cm、器高5.lcmを計る C 磨耗のため

底部切り離しは不明であるが、内外面にミガキ Cが入る 3

SK∞1灰褐色土出土遺物
土師器

小lDla(11) 口縁部から底部にかけての破片で、推定rl径9.4cm、器高l.Ocm、推定底径6.5cmを計

るc 調整等は磨耗のため不明ご

丸底杯(12) 口縁部の破片で、残存高1.9cmを計るご磨耗のため調整等は不明c

杯a(13) 日縁部から底部にかけての破片で、推定口径12.0cm、器高2.0cm、推定底任9.2cmを計るご

磨耗のため整形・調整は不明であるが、底部切り離しはヘラ切りと推定できるご

SK∞1灰色粘性土出土遺物
L師器
小皿a(14) 日縁部から底部にかけての破片で、推定f1径9.0cm、器高l.Ocm、推定底待:7.0cmを計
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る三底部切り離しは不明=

丸底杯a(15) 口縁部の破片である O 推定口径10.6cm、残存高1.0cmを計るO 磨耗のため底部切り離

し及び内面ミガキは不明である O

SK∞4出土遺物 (Fig.240・8・9) 
SK∞4暗灰茶褐色土出土遺物
瓦類

軒丸蓮華文瓦(16) 外区は珠文で、内区は単弁の推定18弁であるc 外区珠文も蓮華文弁数に対応し

ているものと推定できる=

白磁

椀(17) 底部と高台部の小片で、残存高2.0cm、推定底径3.4cmを計るコ高台は削り出しで、畳付

は露胎している c 胎士に化粧:1-..を施した上に施軸しているc) n類C

SK∞4灰茶褐色土出土遺物
t師器

小皿 (18) n縁部から底部にかけての破片で、推定口径9.4cm、器高0.9cm、推定底径7.0cmを計

るc 磨耗のため底部切り離し一等は不明c

SK∞4灰色粘土出土遺物
土師器

杯a(19--21) 19は口縁部から底部にかけての破片で、推定口径15.4cm、器高2.6cm、推定底径

12.0cmを計るO 低部切り離しは糸切りで、内面は回転ナデである。 20は口縁部から底部にかけての破

片で、推定口径15.0cm、器高2.0cm、推定底径12.0cmを計るO 底部切り離しは不明で、、内面は回転ナデで

あるふ 21は円縁部から底部にかけての破片で、推定口径15.0cm、器高1.8cm、推定底径12.0cmを計るー

底部切り離しは不明で、内面は回転ナデである D

井戸枠 (Fig.240・9-1 ) 井戸底にある、ほぽ正方形の枠である c 部材は長さ8O--80.8cm、幅4.5--

5.2cm、厚さ4.5--6.4cmの4本の角材をほぞで組んだものである。ほぞ組みの一部には隙聞に木片を噛ま

せて固定しているものもあるコ

SK∞5土出土遺物 (Fig.240・8・10)
SK∞5茶灰褐色粘性土出土遺物
瓦類

平瓦 (22) 小片のため全容は不明であるが、残存幅5.9cm、残存高3.75cmを計る c 上面は布目、下

面は格子タタキで、端面の-部はヘラ切りであるコ

SK∞5録灰褐色粘土出土遺物
須恵器

壷 (23) 鍔付査の破片でー・部に穿孔が見られるG 残存高は3.0cmで、内外面とも同転ナデであるご

木製品

木杭 (Fig.240・10・1) 自然木を利用して先端部のみを削って作った杭である=残存長67.l5cm、中

央付近の直径3.9cmを計るこ

SK∞5暗灰褐色粘土出土遺物
木器

木目fIi奈器椀 (24) rl縁部から底部にかけての破片で、推定11任14.8cm、器高6.0cm、推定底径

8.4cmを計るご木目白部は木挽き成形で、高台部も造り出しである=木地のままの底部外而以外は、黒i奈
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塗りが施されている z

白磁

椀 (25) 口縁部の破片で、残存高1.9cmで、あるO 紬薬はガラス質の透明紬で、貫入が入る o ¥' . 2 

×咽-4類。

中国陶器

壷 (26) 頭部の破片で、残存高3.25cmを計るO 胎土からB群に属する遺物である c

SX∞9出土遺物 (Fig.240・9) 
SX∞9明灰茶褐色土出土遺物
土製品

士鈴(2 ) 鉦から下半にかけての破片であるO 残存高3.3cm、幅2.95cm、鉦径0.3cmを計るョ体部

下半は欠損しているため、スリットは認められず、丸も検出できなかったc

SK010出土遺物 (Fig.240・9・10)

SK010明茶褐色土出土遺物

石器

石斧 (9-3) 刃部片で、残存長7.2cm、残存幅5.4cm、残存厚3.55cm、残存重量172.9gを計る C

石材は砂岩である。

土製品

七輪(9 -4 ) 七輪のサナの破片で、穿孔部が2ヶ所確認できる。厚さ1.3cmを測る。

SK010灰色土出土遺物

瓦質土器

脚付破片(IO-2) 脚部片で外而には矩形のスタンプ文を施しであるー推定径16.0cm、残存高

2.2cmを計る O

肥前系陶磁器 00-3・4) 3は、古唐津椀で体部下端から高台を含めた底部にかけての破片であ

るO 見込みには菊花文が描かれ、目砂あとも認められる o 4は染付椀で、体部下端の破片である。見込

みに二重圏線、外面に窓絵枠と思われる二重の線が確認できるC 残存高は1.9cmを計る C
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4.遺構(第2遺構面)

土坑

2408K012 (Fig.240-13) 

H-jl-5グリッドで検出したc 長大土坑で、西端が近現代の井μによって切られているが、推定長

軸 13.5m、十.層断面B-B~付近の幅3.6m、同所中央部の深さ0.7mを測る C 近世の遺構で、第I遺構面の

240SKOI0の直下にあり、本遺構の最終段階に SKOI0が存在していたのであろう C

2408K013 (Fig.240-13) 

1 . j 3グリッドで検出した。調査区境界での検出なので全容は不明であるが、残存部から平面形は

円形と推定できる c J:層断面部の直径1.76m、同所中央部の深さl.06mを測るc 第11層は禾本科植物の

純粋層で、厚いところで4cmを測る O この植物遺体層の下には約50cm近くも粘土層が堆積しており、

本層がどのような状況・目的で形成されたのかは不明である O

2伺8K014(Fig.240・13)

j 3・4グリッドで検出した。調査区境界での検出なので全容は不明であるが、平面形は概ね円形と

推定できるご直径約1.3m、西壁部の深さ0.8mを測る。

溝

24080011 (Fig.240・13)

13-5グリッドで検出した。東西方向に走行する遺構である。当初240SKOI0の埋士の一部と理解し

ていたが、 トレンチ Iの土層断面 (Fig.240-13 240SDOll・SK012のB-B'土層図)からわかるように、

240SKOIOと240SK012の間に位置していることから、別遺構と判断した。西側は検出した部分の続きが

平面プラン確認段階で認められず、東側はトレンチ Iによって削平されていたため、今回検出した範囲

のみの報告となった二残存長は5.6m、士層断面A-A'ライン部での幅0.36m、深さ0.24mを測るO

5.遺物(第2遺構面)

80011出土遺物 (Fig.240-14) 

80011明灰色土出土遺物

[iJ産陶器

椀(1 ) 体部ド端から底部にかけての破片で、残存高2.2cm、推定底任5.0cmを計る=胎t-.は粗め

で、紬薬は外而底部を除く内外而に施され、ガラス質の緑色紬で貫人が入る亡

壷(2 ) 体部下端の破片で、残存高5.6cm、推定底径7.0cmを計る。胎士は比較的敏宥で、紬薬は

白色紬で内面と外由j(J)-・部に施され、内面に貫入が入るが、外面には褐色軸による文様の-部が確認で

きる c

8K012出土遺物 (Fig.240-14) 

8K012灰色粘性土出土遺物

同産陶器

椀(3 ) 体部ド端から底部にかけての破片で、残存高2.0cm、推定底径4.6cmを計るc 胎土は比較

的敏帝で、外向-の高台より内側以外は、内外耐ともガラス質の緑色紬が施され、高台はi宣伝する士

8K012青灰色粘土出土遺物

1i器(4・5) 4は矢柄研磨器の破片と考えられ、残存長12.3cm、残存幅6.5cm、りさ2.4cm、残

存革:量265.0gを計るつ表面にはl条の研磨溝が認められる::D材は結品片計である c 5は砥D片で、残
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存長10.9cm、幅5.0cm、厚さ2.6cm、残存重量194.0gを計る::::tj材は凝灰岩である=

L:Ii!産陶器(6・7) 6は体部下端から底部にかけての椀の破片で、残存高2.4cm、推定底径4.6cm

を計る=胎 Lは比較的級官、で、畳付きが軸はぎされている以外は全て施紬されているご紬薬は透明紬で

貫入が入るご 7は皿×椀の底部片で、残存高1.3cm、底径4.8cmを計るこ見込みに蛇の日の褐紬を認める

ことができるこ胎 1:は比較的粗い。

SK012暗青灰色粘土出土遺物

イi製品

堵(8 ) 残存長10.25cm、残存幅6.05cm、残存厚5.1cm、残存重量389.1gを計る破片であるごイj材は

凝!天計である=

SK013出土遺物 (Fig.240・14)

SK013灰色結土出土遺物

-t:師器

椀c(9) 体部から底部にかけての破片で、残存高は3.4cmを計るこ底部切り離しは糸切りであるご

内面は阿転ナデのちミガキbのちミカ'キc、外而は向転ナデのちミガキcが施されているご外而の-部に

は指頭の痕跡が認められる c

6.遺物(堆積層)

灰褐色土層出土遺物 (Fig.240-15)

須恵器

均~c (1) 体部下端から底部にかけての破片で、残存高l.&m、推定底径4.8cmを計るc 内外面とも

回転ナデで、内面底部に焼成前に施された円弧状の沈線の一部が認められる=

肥前系陶磁器

椀(2 ) 底部の破片で、残存高1.8cm、推定底径4.5cmを計る=底部内外而とも回転ヘラ切りで、

内面には 3ヶ所の日砂跡が認められる=

奈灰渇色土層出土遺物 (Fig.240・15)

須恵器

者(3 ) 体部ド半から成部にかけての破片で、残存高7.4cm、推定成筏6.8cmを計る τ 外耐の体部

ド端はヘラ削り、 1--端はハケHで、それ以外は内外的iとも同転ナデである τ

1:師器

丸底杯a(4) 

脚付杯? (5) 

ドi磁

約 4/5の残存で、口径16.8cm、器高3.8cmを計るつ磨耗のため調整は不明であるご

底部片で、残存高1.7cmを計るこ脚部は欠損しており、調整も不明である c

椀(6) II縁部n- で、残存，'::j2.1cm を i~1-る二素地に化粧 Lを塗布後ガラス質の透明軸を施している=

Y -4 x咽-3類二

灰茶褐色土層 (Fig.240・15)

須恵器

山(7 ) "縁部から!良部にかけての般g.で、推定"待17.8cm、器尚1.7cm、推定成作~14.0cm を計

るこ内面i体部はミガキ a、外而体部は[u]転ナデ、岐部はヘラ削りであるこ

.J{.類

丸瓦 (8) 破片-で向き6.5cm、推定径13.0cmを計るコ外一面は格子タタキで、内而には布日痕が残
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表 震

トレンチ一括

、極au~

。 IOcm 
L一一 -4  

d勿勿妨仰~

Fig.240-16 トレンチ・括tHi:遺物実測同(I3) 

るC

白磁

壷(9 ) 口頭部片で、推定口径10.0cm、器高3.6cmを計る。頭部は外反気味に立ち上がり、口縁部は

玉縁状であるO 皿類c

茶掲色土出土遺物 (Fig.240-15) 

須恵器

斐(10) 口頭部片で、頭部は逆「ハJ字状に立ち上がり、口縁部は大きく外反し、口縁部端は下方

に肥厚するO

暗茶褐色土層出土遺物

石製品

不明製品(11) 片方にベッキングによる椀状の窪みがあるが、いかなる製品かは不明であるO 残存

長10.6cm、残存幅3.7cm、厚さ2.lcm、残存重量120.2gを計るC 石質は結品片岩である。

明青灰色粘土層出土遺物 (Fig.240-15)

須恵器

壷(12) 頭部から体部上端にかけての破片で、残存高4.8cmを計る二頭部は内外面とも回転ナデ、体

部は内面が同心円アテ具痕、外面は平行タタキである。

暗褐色砂質土層出土遺物 (Fig.240-15) 

士師器

杯c(13) 底部片で、残存高1.5cmを計る=調整等は不明c

トレンチ一括出土遺物 (Fig.240・16)

石器

掻器? (1) -辺の-部に刃部があり、長さ7.3cm、幅5.lcm、厚さ0.7cm、残存重量23.6gを計るこ

b質は安山岩である=

堵?(2) 加工両が残っているのはごく -部で、全容は不明であるニ残存長10.4cm、残存幅7.3cm、

厚さ9.&m、残存重量1101.3gを計る三 {j質は花尚おであるご
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( 3 )大宰府条坊跡第241次調査

1.層位

調査地は調査前まで宅地として利川されていたこ明治以降に行なわれたと考えられる整地で1 .4~2m

の盛 Lが行なわれ、すべての L肘の時期が確

定できたわけではないが、少なくともそのド

に0.3m以l".の中・近快堆積 1..が認められるこ

それらのド位にある茶褐色 L肘上面を第 1遺

S N 

費土

第 liI咽面贋録後近現代までの姐柵土

直前!匂/ 一 -<J ul'!l.. 
1¥:.咽量

ヱ-H

一
圧圏

一

¥、、
、

.

}

由

•• 
--
a
±
 

'1:自竺・~ : 

-ー「・2.咽画
構而の基盤面、さらにそのド位の以褐色砂質

1:層上-而を第 2遺構面の基盤面と認定したこ

茶褐色 1:肘は方眼杭D~E列より北側全域に

認められるごそれより南には茶褐色砂層が露 Fig.241・1 大宰府条坊跡第241次調堂上回模式凶

出しており、さらにその南は般若寺の丘陵か

ら両に延びるtt根の北斜而となっているニ調査は、まず茶褐色:f:層をわずかに掘りドげた上で精査し、
遺構而の検出を行った二ここで検出した遺構の基本的な埋:1:は版茶褐色 L、暗茶褐色J:で、あるこ遺構は

内側に集中しており、東側は希薄であるここのため調査期間短縮の必要もあり、遺構が確認できない部

分については第2遺構面の検出を並行して行ったごこのため、現地で付した遺構番号の中には遺構面の

順番に{れ、ていないものも合まれるこ第 1遺構面の遺構調査終 f後、両側も灰褐色砂質 t:層の検出に着

手したが、 /uJ層が検出できたのは、方眼杭F列とG列の中間ラインより北側のみで、それより南側は尾根

地山-1:隔で、ある淡黄褐色 tが流入して粘土化して形成されたと考えられる灰白色粘土層が覆っている C

JJ:喝恒酎圃主

砂層崎山

次に各遺構面についての概要を述べる土

第1遺構面

本遺構面はI軒端の尾根斜由aとその裾部以外の、今回調査範囲のほぼ全域で確認できたc この遺構面の

t-.に展開する遺構から出J:する遺物は、 8世紀中葉(須恵器:牛頭石坂cuから 9世紀前半(大宰府
編年¥1B 期)のものが中心であるが、 10世紀末から 12世紀代(大宰府編年 X~XII 期)のものも含まれ

るため、上限は後述する茶褐色j:層の時期判断から 9世紀前半、 ド限は12世紀代と考えられるこ

茶褐色土層

第 l遺構凶iの基盤肘であるこ本上肘からlBLする遺物は 8flt紀中葉 (~fi忠器: '1二頭イi坂C1 . C2)か

ら911そ紀，jijl(大宰府福年¥1B期)のものがItl心であるここの基盤崩が形成されたド限は、 9世紀前半

ころと考えられるこ -部12世紀代の遺物も山上しているが、これは後世の混入と判断している二

第2遺構面

第 1遺構耐の基盤層である茶褐色t:屑を剥ぎ取ったドから検出した而を第 2遺構而としたニこの遺構

l削の Lに民間する遺構から山 1:する遺物は 7flt紀末(須恵器:'1二頭ハセムシ12)から 9世紀初頭(大宰

府編年¥1A.期)のものである τ 第2遺構曲iを覆う第 1遺構面の基盤崩である茶褐色1:肘の形成時期はド

限が9世紀前宇であるので、第 2遺構面の遺構は、おおむねそれ以前の 8世紀代から 9世紀初頭頃形成

されたことが推定できるこ

灰褐色砂質土層

第2遺構而の基盤尉である=分布範聞は調査[正北半部で、本 1:同中から出 Lする遺物は、 7世紀末か

ら8f1t紀中葉(須忠器:午頭井手X-2・後山66-1 ~牛頭石坂CU のものである=このことから本土

肘が形成されたド限は、 8世紀中葉頃と考えられるご
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2.遺構(第 1遺構面)

掘立柱建物跡

24188凶6(Fig.241・6) 

E---G5---6で検出した 3 両列の北西隅と南西隅の柱穴は確認できなかったが、東列で検出した柱穴か

ら判断して南北は 4問、東西は 1間であるC 南北長は柱穴の芯々間で;7.06m、東西長は同じく1.95---

2.∞mで、あるO 深さは0.14---0.35mを測るご東西の間数については、西側の調査区外に延びる可能性もあ
るC

土坑

2418K∞5 (Fig.241・6) 
G5・6グリッドで検出したc 形状は楕円形であるが、南側は削平と別遺構との切りあいで不明である。

推定長軸1.36m、短軸1.07m、中央部の深さO.06mを測るC

2418K010 (Fig.241・6) 

G. H5グリッドで検出したD 形状は楕円形で、長軸l.1m、短軸1.26m、中央部の深さ0.19mを測るO

2418K025 (Fig.241・7) 

G.Hl---3グリッドで検出した。形状は隅丸長方形で、長軸5.34m、短軸2.68m、中央部の深さ0.16mを

測るO 比較的浅いが長大な土坑であり、何らかの理由で整地のために作られたのではないかと推定して

いるO

2418K029 (Fig.241・7) 

F.G6グリッドで検出した。調査区境界にあるため全容は不明であるが、検出部から判断すると楕円

形と推定できるO 長軸1.48m、中央部の深さ0.22mを測る。

2418KO切 (Fig.241-7 ) 

E. F4・5グリッドで検出したc 隅丸長方形で長軸2.41m、短軸2.04m、中央部の深さ0.21mを測るC 多

量の遺物が出土しているC

2418K067 (Fig.241・7) 

C4.5グリッドで検出した。調査区境界にあるため全容は不明であるが、検出部から判断すると楕円

形と推定できるc 深さは壁際中央部で、0.22mを測るO

溝

24180015 (Fig.241-6 ) 

G. H5.6グリッドで検出したこ北部はSD026に、南部はSK005によって切られているO 中央部の幅

O.4m、深さ0.08mを測るO

24180026 (Fig.241・6) 

H3---5グリッドで検出した。西部は調査区外に延び、東部はSK025によって切られているO 中央部

の幅0.38m、深さ0.08mを測るO

24180030 (Fig.241・7) 

E. F6グリッドで検出した。中央の一部は削平のため欠損している C わずかに弧状であるが、長さは

2.8m、幅0.34---0.36m、深さO.09mを測る C

3.遺物(第 1遺構面)

2418K∞5出土遺物 (Fig.241・8) 
2418K∞5暗灰褐色土出土遺物
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士師器

杯a(1) 体部から底部にかけての破片で、残存高1.3cm、推定底径8.0cmを計るC 内面はナデ調整

であるが、外面は磨耗のため不明。

椀c(2) 体部下端からから底部にかけての破片で、残存高2.4cm、推定高台径9.0cmを計るコ内面

と外面底部はナデ、外面体部は回転ナデであるo

越州窯系青磁

椀 1-2b(3) 口縁部から高台部にかけての破片で、推定口径11.&m、器高4.15cm、推定高台径

4.8cmを言十るO

金属製品

鎌茎×釘(4 ) 全体の途中の破片のため、全容は不明であるが、上部から下部にかけてわずかに細

くなっている。残存長4.7cm、幅-厚さともO.6cmで、あるc

241SK010出土遺物 (Fig.241-8) 

241SK010灰茶褐色土出土遺物

須恵器

蓋c(5) 体部片で、残存高O.75cm、つまみの推定径は3.6cmを計る O 外面体部は向転ヘラ削り c 内

面は磨耗のため不明c つまみは扇平で高きは0.15cmしかなしh

241SK025出土遺物 (Fig.241・8) 

241SK025淡策褐色土出土遺物

士師器

小Jslc(6) 口縁部から底部にかけての破片で、推定口径10.6cm、残存高1.5cm、を計る。調整等は

磨耗のため不明D

椀c(7) 体部下半から底部にかけての破片で、残存高2.3cm、高台径7.0cmを計るこ内外面底部は

ナデ、外面体部から高台部にかけては回転ナデ。

金属製品

不明銅製品(8 ) 残存高4.4cm、低部径2.5cm、残存重量70.7gを測るC 小仏像の a部か。

241SK028出土遺物 (Fig.241・8) 

241SK028灰褐色土出土遺物

t-.師器

椀c(19) 底部片で、残存高1.7cm、推定高台任6.4cmを計るョ底部は内外出ともナデ、外出体部か

ら高台部にかけては回転ナデっ

241SK029出土遺物 (Fig.241・8) 

241SK029灰褐色土出土遺物

須恵器

壷(9 ) 体部から底部にかけての破片で、残存高4.6cm、推定高台径9.6cmを計る O 外面体部ド端

が阿転ヘラ削り、底部がナデ。それ以外は回転ナデc

f:師器

小1slc(10) ほぽ完形で口径11.8cm、器高2.55cm、高台径7.0cmを計る=磨耗のため底部切り離し及

び調整は不明である O

椀c(11・12) 11は口縁部から底部にかけての破片で、推定口径13.2cm、器高4.35cm、高台径7.9cm

を計るコ底部切り離しは阿転ヘラ切り c 12は体部下端から底部にかけての破片で、残存高2.6cm、推定

A
Y
 

F
「
υ
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高台径7.9cmを計る O 内面はミカ'キc、外面体部から高台部にかけては回転ナデ、底部はナデ0

2418KO切出土遺物 (Fig.241・9) 

2418K050茶褐色土出土遺物

須恵器

杯a( 1 ) 約半分の残存で、推定口径12.2cm、器高3.45cm、器高9.9cmを計るO 内面と外面体部は回

転ナデ、底部切り離しはヘラ切り O

蓋c3(2) ほぽ完形で、口径17.2cm、器高2.5cm、つまみ径1.7cmを計るO 体部外面内縁はナデ、外

縁から内面にかけては回転ナデ。

皿(3 ) 体部下端から底部にかけての破片で、残存高2.3cm、推定底径13.&mを計る O 内面と外面

体部は回転ナデ、外面底部は板圧痕。

高杯(4 ) 杯底部から脚部にかけての破片で、残存高10.3cmを計る。杯底部はナデ、脚部内外面

とも回転ナデの後、斜めに絞り上げるような回転ナデが認められる。

土師器

椀c(5) 体部から底部にかけての破片で、残存高4.0cm、推定高台径8.4cmを計るO 磨耗のため調

整不明。

製塩土器

焼塩壷(6 ) 小片で、推定口径11.4cm、残存高7.5cmを計るO 内外面ともユビオサエ。 1類。

2418K050茶褐色土出土遺物

須恵器

杯c(7) 口縁部から底部にかけての破片で、推定口径18.6cm、器高7.0cm、高台径10.7cmを計るO

内面と外面体部は回転ナデ、外面底部はナデ。

製塩土器

横瓶(8 ) 口縁部から体部上半にかけての破片で、口径13.3cm、残存高15.5cmを計る O 口頭部は

内外面とも回転ナデ、内面体部は同心円圧痕、外面体部は格子タタキ。

焼塩壷(9 ) 約半分の残存で、口径12.2cm、器高6.7cmを計る O 内面下半はユピナデ、上半と外面

はユピオサエ。 llb類。

2418K067出土遺物 (Fig.241・8) 

2418K067暗褐色土出土遺物

土製品

羽口(13) 約 1/10の破片で、残存長5.9cm、推定直径8.&mを測るC

溝出土遺物

24180015出土遺物 (Fig.241・8) 

24180015茶褐色土出土遺物

土師器

椀c(14) 底片で、残存高2.0cmを計るO 内面はナデ、外面は回転ナデ。

瓦類

文字瓦(15) 小片でド面には格子タタキと文字の・部が残っているが、解読は不能である C

24180026出土遺物 (Fig.241・8)

24180026灰茶褐色土出土遺物

土師器
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杯(I6) 日縁部片で、推定口径14.8cm、残存高1.8cm、を計る C 磨耗のため調整等は不明。

高台片(I7) 底部片で、残存高1.3cm、推定高台径9.0cmを計る c 内面はナデ、外面は回転ナデC

越州窯系青磁

椀 (18) 日縁部片で、推定口径15.4cm、残存高2.2cm、を計るO 紬薬はガラス質の黄褐色柚。 1類C

241S0055出土遺物 (Fig.241・8) 

241S0055茶褐色土出土遺物

須恵器

蓋c3(20) 推定口径14.3cm、器高1.4cm、つまみ径1.9cmを計る O 体部外面外縁から内面にかけては

同転ナデ、外面中央部はヘラ削りつ

蓋4(2]) 小片で、体部外面外縁から内面にかけてと外面中央部は回転ナデ、それ以外の外面はヘラ

削り C

皿 (22) 小片で、推定口径19.0cm、器高2.5cm、推定底径14.6cmを計るO 内面と外面体部は回転ナ

デ、底部はナデご

製塩土器

焼塩壷 (23) 約半分の残存で、推定口径10.8cm、器高6.9cmを計る O 内面はナデ、外面はユピオサ

エo II b類。

241SXω4出土遺物 (Fig.241・8) 

241SXω4暗茶褐色土出土遺物

須恵器

円面硯 (24) 陸から脚上端部にかけての破片で、推定陸径12.6cm、残存高4.2cmを計るO 陸部はナ

デ、それ以外は回転ナデ巴脚上端には方形透かしの一部が残っており、降部は使用の痕跡はない

241SX051出土遺物 (Fig.241・8) 

241SX051茶褐色土出土遺物

土師器

椀c(25) 小片で、残存高1.&m、推定高台径7.lcmを計る C 磨耗のため調整不明C

241SX052出土遺物 (Fig.241・10)

241SX052灰茶褐色土出土遺物

土師器

杯a(1) ほぽ完形で、口径12.2cm、器高3.65cm、底径7.l5cmを計るO 内面底部はナデ、底部切り

離しはヘラ切り O

棄a(2-3) 2は口縁部から体部上半にかけての破片で、推定口径29.8cm、残存高lO.Ocmを計るO

内面体部はハケ目、外面体部はミガキo 3は口縁部から体部上半にかけての破片で、推定口径26.4cm、

残存高9.4cmを計るc 内面体部はヘラ削り、外面はハケ [:)0

鉢(4 ) 口縁部から体部にかけての破片で、推定口径21.0cm、残存高5.4cmを計るO 磨耗のため調

整不明O

241SX066出土遺物 (Fig.241・8) 

241SX066暗茶褐色土出土遺物

須恵器

高杯 (26) 日縁部片で、推定口径24.6cm、残存高2.0cmを計る=内外面とも岡転ナデc

土師器

-62-



皿a (27) 日縁部から底部にかけての破片で、口径19.6cm、器高2.3cm、底径17.6cmを計る C 内面

と外面体部はミカeキa、底部切り離しはヘラ切り O

茶褐色土出土遺物(第1遺構面基盤層)(Fig.241・10--14)

須恵器

蓋cl(Fig.241・10-5 ) 約半分の残存で、口径17.0cm、残存高3.6cm、つまみ径3.&mを計る c 著し

い生焼けで、調整等は不明コ

蓋2(Fig.241・10-6 ) 小Ji-で、推定口径16.4cm、残存高1.4cmを計る O 内面体部は回転ナデ、外面

n縁部は同転ナデ、体部は同転ヘラ削り O

蓋c3(Fig.241・10-7) 約 2/3の残存で、口径15.6cm、器高2.3cm、つまみ径2.5cmを計るC つまみ

はナデ、内面から外面外縁部までは回転ナデ、内縁部は回転ヘラ削り O

蓋3(Fig.241・10-8) 小片で、推定口径16.&m、残存高l.&mを計る C 焼成不良で磨耗のため、調

整不明。

小蓋c3(Fig.241・10-9) 約 3/5の残存で、推定口径6.6cm、器高2.3cm、つまみ径1.6cmを計るO

内面から外面外縁部までは回転ナデ、内縁部はミガキc 法量が小さく、ミガキが丁寧にかけられている

ことや、他の類例では古墳から出土していることなどから、祭記用の須恵器と考えられる G

杯c(Fig.241・10-10) ほぽ完形で、口径16.2cm、器高5.45cm、高台径10.0cmを計るC 焼成不良で磨

耗のため、調整不明。

高杯 (Fig.241・10-11・12) 11は杯部片で、推定口径18.0cm、残存高1.4cmを計る O 内面底部はナ

デ、体部から外面にかけては回転ナデ。 12は短脚高杯の脚部片で、残存高4.3cm、脚裾径は9.6cmを計

るC 杯底部内面はナデ、脚部は内外面とも回転ナデ。

斐a(Fig.241-10 -13) 口縁部から体部上端にかけての破片で、口径23.2cm、残存高7.7cmを計るO

内面体部は同心円圧痕、外面体部は平行タタキc 口縁内面に自然袖付着G

鉢 (Fig.241・10-14・15) 14は口縁部から底部にかけての破片で、推定口径24.2cm、器高17.lcm、

底径15.2cmを計る 2 内面底部はナデ、体部と外面体部上半は回転ナデ、下半から底部にかけては回転

ヘラ削り o 15は体部から底部にかけて残存し、残存高9.45cm、底径5.&mを計るG 内面は回転ナデ、外

面体部は回転ナデ後、ユピナデ、擦痕、ヘラ傷あり O 外面底部はヘラによる調整あり O

鉢 (Fig.241・11一1・2) 1は日縁部から体部上半にかけての破片で、推定口径36.2cm、残存高

12.4cmを計る C 内而は平行タタキ、外面は縄席状タタキで、外面に楕円形の中に r---Jのヘラ文様が

ある 2はrJ縁部から体部上半にかけての破片で、推定日経37.0cm、残存高6.9cmを計る。内面から外

面体部上端にかけては回転ナデ、外而体部下半は平行タタキ。口唇部は大きく外反し、肥厚する O

横瓶 (Fig.241・11一3) 口縁部から体部上端にかけての破片で、推定口径9.lcm、残存高9.0cmを計

るコ口頭部は内外面とも回転ナデ、体部内外面も回転ナデで、外面には3--4条のヘラによる同心円沈線

がめぐるc

円面硯 (Fig.241・11-4・5) 4は海から脚裾までの破片で、残存高6.6cm、推定脚裾径19.0cmを

計る C 脚部には長方形透かしが開けられ、裾部には 2条の沈線がめぐる o 5は海から脚裾部の破片で、

残存高4.4cm、推定脚裾径24.2cmを計る C 内外面とも阿転ナデだが、透かしは認められない。

脚 (Fig.241-1l-6・7) 両遺物とも獣脚の退化したもので、 6は残存高2.8cm、手提ねである土 7

は残存高2.3cmで、ヘラ削りである C

上師器
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小皿a(Fig.241・11-8) 

皿c(Fig.241・11-9 ) 

のため調整不明c

皿b(Fig.241・11-10) 

完形で、口径10.0cm、器高1.1cm、底径6.0cmを計る z底部切り離しはヘラ切りつ

約 2/3の残存で、推定口径12.6cm、器高1.9cm、高台径7.0cmを計る。磨耗

小片で、推定口径18.6cm、残存高3.3cmを計るコ磨耗のため、調整等は不明c

杯a(Fig.241・11-11--13) 11は約半分の残存で、推定口径12.0cm、器高1.6cm、底径8.0cmを計る士

底部切り離しは回転ヘラ切り 12は約 1/4の残存で、推定口径12.0cm、器高2.8cm、推定底径7.0cmを

計るコ底部切り離しは回転ヘラ切り o 13は約半分の残存で、推定口径11.2cm、器高4.2cm、底径6.0cm

を計る午

杯c(Fig.241-11一14)底部片で、残存高l.&m、高台径6.6cmを計るC 高台接合部はナデ、それ以外は

磨耗のため不明っ

杯 (Fig.241・11-15) 小片で、残存高4.6cmを計る O 内外面ともナデ。畿内産J:師器で、あるO

杯c(Fig.241・12一1) 小片で、残存高l.6cmを計るc 内面には螺旋および平行暗文=畿内産土師器で、

あるこ

椀 (Fig.241・12-2 ) 約 1/4の残存で、推定n径16.0cm、残存高5.9cmを計る二磨耗のため調整等
は不明c

壷×鉢 (Fig.241-12-3) 体部から底部にかけて残存し、残存高13.2cm、底径6.7cmを計るつ内面

は指頭による整形、外面は磨耗のため不明。

斐 (Fig.241-12-4 ) 約 1/4の残存で、推定口径18.7cm、残存高16.7cmを計る D 角閃石を含む。

把手付棄 (Fig.241・12-5) 口縁から体部下半にかけて残存し、推定口径23.5cm、残存高28.4cmを

計る O 体部内外面ともハケ目を基本とし、内面の一部にヘラ削り O 把手部の整形はヘラ削り O

製塩士器

焼塩壷 (Fig.241-12-6) 約 1/3の残存で、推定口径8.6cm、器高5.5cmを計るコ内外面ともによ

るユピオサエョ I類?

煎熟土器 (Fig.241・12-7 ) 小片で、残存高9.0cmを計る。内外面ともタタキで、内面の一部にユピ

オサエ痕跡。

黒色土器A

椀c(Fig.241-12 -8 --10) 8は小片で、残存高2.4cmを計るコ磨耗のため調整等は不明であるが、外

面体部ド端に沈線。 9は約 1/3の残存で、残存高4.5cm、推定高台径7.6cmを計る 10は約 1/4の残

存で、残存高2.2cmを計るO 磨耗のため調整等は不明。

越州窯系青磁

椀 (Fig.241・12一11) 小片で、推定口径18.0cm、残存高4.5cmを計る=破片の端の口縁部がわずか

に窪み、体部に連弁の一部が観察できることから、輪花椀である 1-2 b類c

長沙窯系青磁

水注 (Fig.241-12-12) 頭部から体部上半にかけての破片で、残存高6.4cmを計るご片部に把手基部

が残存している C

瓦類

行基瓦 (Fig.241・13-1 ) 約 1/4の残存で、残存高7.9cmを計るニ 上面はナデ、 ド而は布日痕こ

平瓦 (Fig.241・13・2・3) 2は破片で、残存幅10.lcm、厚さ1.8cmを計るご上而は布日痕、 ド面は

格子タタキコ 3は小片で、残存幅2.3cm、厚さ1.05cmを計るご上而は格 f状タタキご
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石製品

堵 (Fig.241・13-4 ) 残存長4.6cm、残存幅3.5cm、残存厚2.3cm、残存重量39.8gを計るO 石材は凝

灰岩であるC

砥石 (Fig.241・13-5・6) 5は上半部が欠損しており、残存長6.4cm、幅5.2cm、厚さ2.6cm、残

存重量155.6gを計る c 4面に使用痕あり z 石材は凝灰岩っ 6は上下が欠損し、残存長5.3cm、幅4.2cm、

厚さ1.7~2.05m、残存重量68.0g を計るこ石材は凝灰岩 4 面に使用痕ありこ

叩き石 (Fig.241・13-7 ) 約半分欠損し、残存長11.0cm、幅6.2cm、残存重量561.6gを計るO 石材

は結晶片岩であるC

不明製品 (Fig.241・13-8 ) 破片で、残存長8.lcm、残存幅2.2cm、残存厚1.7cm、残存重量37.0gを

計る D 石材は結晶片岩c 表面の摩耗が著しいので、人為的に形成されたものと判断して、図示をしたc

ただし、断面凶の右側と下側は欠損しているC

灰軸陶器

壷 (Fig.241・13-9 ) 口縁部片で、推定口径25.4cm、残存高4.0cmを計るC 内外面とも回転ナデ後、

灰紬が施されている C

新羅土器

壷 (Fig.241・13一10) 肩部の小片で、残存高3.4cmを計る C 肩に多弁花スタンプ文とその上部に縦方

向の流水状文様がヘラで施されている。 7世紀代かc

金属製品

鍛茎×釘 (Fig.241・13一11) 残存長6.6cm、幅O.85cmを計るごわずかに観察できる本体部分の形状

は長方形で、幅O.35cm、厚さO.25cm、残存重量6.7gを計る c

土製品

取瓶 (Fig.241・13-12・13) 12は片口部の破片で、残存高4.l5cmを計る c 内外面ともに鉱浮の付着

が見られるが、内面により著しし 13は片[]部は残っていないが、日縁部から体部にかけての断面形状

がわかる資料であるD 推定口径20.0cm、残存高7.0cmを計る c

羽日 (Fig.241・13-14) 残存長4.6cm、直径6.7cmを計る亡外面調整はヘラ削り c

鏡模造品 (Fig.241・14一1) 完形で、直径5.9cm、器高2.0cm、紐孔径O.2cmを計る c

I:-I (Fig.241・14-2 )部剥離欠損しており、 l白:任は2.8~3.0cm、残存重量14.0g を計るこ ・部に

ユビオサエあり=

その他

鉱浮 (Fig.241・14-3 ) 残存幅7.3cm、厚さ1.&m、残存重量71.3gを計る C 椀形i宰とみられる c
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4.遺構(第2遺構面)

土坑

2418K069 (Fig.241・17)

G. H4グリッドで検出したc 楕円形で、長軸1.21m、短軸O.85m、中央部の深さO.58mを測る C

2418K099 (Fig.241-17) 

F6グリッドで検出した。調査区境界での検出なので全容は不明であるが、残存部から平面形は隅丸

長方形と推定できるO 壁部の長軸1.04m、同所中央部の深さO.06mを測るO

溝

24180035 (Fig.241-17) 

F.G5・6グリッドで検出した。東西方向に走行する遺構であるが、西側は調査区外に延びており、全

容は不明である O 床面は凹凸が激しいが、全体として溝と判断した。幅O.95m、中央部の深さO.08mを

測るO 位置的に条坊路側溝の可能性があるO

24180ω5 (Fig.241・17)

H4.5グリッドで検出した。大部分が調査区外に延びており全容は不明であるO

24180123 (Fig.241-17) 

F. G6グリッドで検出した。わずかに弧状であるが長さ5.16m、幅O.32m、深さ0.12mを測るO

5.遺物(第2遺構面)
2418Kω9出土遺物 (Fig.241・19)

2418K069茶褐色土出土遺物

須恵器

蓋3(1) 小片で、推定口径17.7cm、残存高l.&mを計る O 内外面とも回転ナデ。

杯a(2) 約 1/5の残存で、推定口径16.&m、器高2.4cm、推定底径14.1cmを計る。底部切り離し

はヘラ切りで、後ナデ。

2418Kω9出土遺物 (Fig.241-19)

2418K099奈褐色土出土遺物

須恵器

蓋3 (3) 小片で、推定口径18.5cm、残存高1.4cmを計る C 内外面とも向転ナデc

何~a (4) 約半分の残存で、推定口径15.0cm、器高4.0cm、推定底径9.0cmを計る C 底部切り離しは

回転ヘラ切り C

町、c(5) 小片で、残存高3.9cm、推定高台径11.8cmを計る。内面底部はユピナデ、体部から外面体

部・高台部・底部外縁までが回転ナデc

小杯(6 ) 約 1/3の残存で、推定口径9.2cm、器高3.6cm、推定高台径6.6cmを計る O 外面底部は

回転ヘラ削り、それ以外は回転ナデO

皿(7 ) 小片で、推定口径20.1cm、器高2.15cm、推定底径16.0cmを計るO 内面底部はユピナデ、

体部内外面は回転ナデ、外面底部は回転ヘラ削り C

80035出土遺物 (Fig.241・19)

80035茶褐色土出土遺物

須恵器

円面硯(8 ) 海から脚裾部にかけての破片で、残存高6.5cm、推定脚裾径20.0cmを計るO 内外面と
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も回転ナデで、外面には縦方向と斜め方向の沈線が施されているO

士師器

杯a(9) 小片で、残存高2.lcm、推定底径7.6cmを計るO 内面はナデ、外面底部は板圧痕。

杯c(10) 約半分の残存で、推定口径11.0cm、器高3.6cm、推定底径7.0cmを計るO 磨耗のため調整

不明O

瓦類

丸瓦(11) 小片で、残存高4.0cmを計るO 上面は格子タタキ、下面は布目痕。

軒丸瓦(12) 瓦当部約半分の残存で、残存高8.3cmを計るO 外区は圏線で、その内側に珠文帯があ

るO いわゆる鴻櫨館式軒丸瓦である。

平瓦(12) 小片で、残存高は3.1cmを計る O 上面は布目痕、下面は格子タタキで、縁部はナデ消

しC

24180081出土遺物 (Fig.241・19)

24180081茶褐色土出土遺物

須恵器

蓋3(14) 約 1/5の残存で、推定口径10.9cm、残存高1.5cmを計るョ外面中央部は回転ヘラ削り、

内外面外縁は回転ナデ。

24180088出土遺物 (Fig.241・19)

24180ω8茶褐色土出土遺物

須恵器

蓋c3(15) 約 1ノ3の残存で、推定口径16.2cm、残存高1.7cmを計るコ外面中央部は回転ヘラ削り、

内外面外縁部は回転ナデ=

壷(16) 小片で、推定口径15.9cm、残存高5.0cmを計る c 内外面とも凶転ナデc

80094出土遺物 (Fig.241・19)

80ω4茶褐色土出土遺物

須恵器

蓋3(17) 小片で、推定口径18.0cm、残存高1.3cmを計るご

灰褐色砂質土層(第2遺構面基盤層)(Fig.241・19)

須恵器

蓋1(18) 

回転ナデ。

蓋3(19) 

杯c(20) 

士師器

杯a(21) 

器である C

丸底杯、 (22)

上製品

小片で、推定口径16.0cm、残存高1.3cmを計る。外面中央部は回転ヘラ削り、それ以外は

小片で、推定口径14.0cm、残存高O.7cmを計るo 焼成不良で調整等は不明。

底部片で、外面底部はナデ、それ以外は回転ナデョ

小片で、推定口径18.0cm、残存高4.9cmを計るC 内外面ともミカeキCを施すc 畿内産土師

小片で、推定口径14.0cm、残存高2.lcmを計る苧磨耗のため調整等不明3

羽口 (23) 小片で、残存長4.&m、残存幅3.7cm、厚さ2.0cmを計るC
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6.遺物(整地層・堆積層)

明茶褐色土層出土遺物 (Fig.241-20)

土製品

取瓶(1 ) 片口部の破片で、残存高3.1cmを計る D 内外面に鉱浮が付着するが、内面がより著し

し、。

肥前系陶磁器

淡茶褐色土層出土遺物

土師器

小皿a(2) 約 4/5の残存で、口径10.1cm、器高1.05cm、底径5.6cmを計る。磨耗のため調整等不

明。

須恵質土器

杯(3 ) 約 2/5の残存で、推定口径12.2cm、器高4.5cm、推定底径7.2cmを計るo 篠窯の杯で底部

切り離しは同転糸切り、それ以外は回転ナデc

淡灰祭褐色土層出土遺物

須恵器

蓋c3(4) 約 4/5の残存で、口径10.4cm、器高2.4cm、つまみ径2.4cmを計るO 外面中央部は回転

ヘラ削り、外縁内外面は回転ナデ、それ以外はナデ。

察褐色砂層出土遺物

須恵器

蓋3(5) 小片で、推定口径14.0cm、残存高O.6cmを計る。焼成不良で磨耗のため調整等不明。

費a(6) 小片で、残存高3.4cmを計るご内外面とも同転ナデで、外面頭部に櫛描き波状文を施すご

土師器

椀(7・8) 7は口縁部から体部上半の小片で、推定口径14.4cm、残存高3.7cmを計る D 磨耗のた

め調整不明。 8は口縁部から体部上半の小片で、推定口径16.1cm、残存高4.9cmを計る。口縁部は外反

する。磨耗のため調整不明。

表土出土遺物

須恵器

把手付鉢(9 ) 口縁部から体部上半にかけての破片で、推定口径27.4cm、残存高10.3cmを計るO

内外面とも回転ナデで、把手部はヘラによる整形。

土師器

小皿c(10) ほほ完形で、口径lO.6cm、器高2.85cm、高台径8.7cmを計る。磨耗のため調整不明。
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VI.まとめ

1.大宰府条坊跡第239次調査における条坊溝と整地層に関する考察

当該調査においては、調査区南両部で急激な地形変化が確認されたc 比高差にして約75cmを2.5m程

度の距離で上昇する二この地形を整地するように、第2遺構面基盤層が形成されており、さらに地形変

換ライン北側には質の異なったtを数層にわたって整地した様子が確認された。この整地層は条坊の区

画溝と思われる遺構の丙側において顕著であり、あたかも版築したかのような状況が見て取れるO

この整地層については、調査区グリッドのCラインで士層凶を作成し、その堆積状況を記録したわけ

だが (Fig.239・2、Pla.239・6-2参照)、第 1遺構面の時期において構築されたものと第 2遺構面の時期

において構築されたものとの 2時期に分けられることに、整理作業が進捗して行く中で気付く結果とな

ったc この整地は第 2遺構面ではわずかで、第 1遺構面において顕著となるものの、構築方法の類似性

から発掘調査時に時期差を看過してしまったもので、調査担当者としては不本意なものとなってしまっ

たこ

さて、本稿では各遺構面および検出された条坊溝と整地層との相関性を整理しておきたいc

最も古い時期の遺構面である第3遺構面の時期において当該地域の整地が確認されなかったというこ

とは、奈良時代後半以前の当該地は、地形のもつ傾斜をそのままに生活が営まれていたということにな

る。当該時期の条坊溝はSD049と想定されるが、北に向かつてやや西偏して走行していることから、

地形をそのまま受け入れた状況で構築された可能性を示唆している(地形を削平している可能性が残さ

れているので「可能性」の域を出ない)0 

次の時期は第2遺構面となるが、第 1遺構面を整地し、あらためて条坊講を構築したと思われるO 当

該時期の条坊溝は南北にほぼまっすぐ走行する SD033であるここの溝を構築する前段階で、基盤層と

なる灰褐色粘質土(基本土層図中の61)により広範囲にわたって整地しているが、これとは別に淡黄褐

色粘質士と茶褐色粘質士(同57・58)によっても整地されている。この整地層はSD033の西側において

のみ確認されており、構築規模は大きいとは言えないものであるc

S D033は一見地形に左右されていないように思われるが、グリッドのCライン (X=5ω98.∞)の

北を遺構の南端とする点に注目した1，.¥c 遺構密度が低い第2遺構面ではあるが、検出された全ての遺構

はCラインの北、 SD033の東側に存在する O また、倒木痕が地形変換ライン上から検出されている C

これらの事実から、奈良時代後半から平安時代前期の当該地では、地形をある程度平坦に整地しつつ

も、条坊溝である SD033を丘陵裾部の地形変換ラインに沿って行き来が可能な状態で構築したものと

考えられる C 往来となる SD033の西側地域に、溝を構築する以前に微調整的な整地がなされた上で区

画溝を構築したものと解されるC すなわち、急激な地形変換を条坊区画に則した形で利用した結果、こ

のような遺構配置になったのではないだろうかc

次に第 1遺構面である C 地形の急激な変換を大規模に整地しているのが特徴的である O 当該時期の条

坊溝としては SD017が←・番古いものとなる c S D017はSD033の直上の構築された遺構で、地形変換

を無視するかのように、南北に縦断走行するc 第2遺構面と同様に条坊溝の西と東で整地の仕方がやや

異なるごまた、第 2遺構面では基盤層の上に微調整的な整地を実施していたが、当該時期の場合はまず

地形変化を少なくするような数層にわたる整地(基本 f:層凶中の48-55)を実施し、その上に基盤層と

なる茶褐色_i:層(同47) を厚く整地している c 整地によって地盤改良をした後にあらためて条坊溝を構

築しているのである SD017は後に掘りなおされており、これがSDOOlとなる c この条坊溝を境界と

して東域は遺構密度が高いc
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-瞥して異なる質の土を幾重にも重ねることでより強固な整地を実現したものと思われるが、これも

丘陵裾部であったが故の工法であった可能性が指摘できるC 条坊溝の東側にはこのような工法が用いら

れていないことから、平安時代前期末から中期の当該地では、往来と居住区の用途の差を意識して、必

要に応じた工法を用いた大規模な土地改良的整地と区両整備がなされたということになるだろう D

当該調査の成果をもとに、版築工法的な盛土整地とそれ以外の整地が、検出された遺構とどのような

関係性を持つのかについて述べたが、このような盛土整地がいかなる条件の土地でなされたのかを確定

するには、今後の調査成果の蓄積を待たなければならないだろう橋津)

2. 240次調査地の地形と遺構の編年観

240次調査地は、本文中でも触れたように、比較的浅い土層から湧水や染み出し水が見られるO 地山

面まで掘り下げると西側には北東から南西に向かつて小河川が流れ、徴高地を挟んだ南東側には湿地状

の堆積が見られるO 平安時代以降の遺物を含む士層も整地層と断定することは困難で、自然堆積の可能

性が高いと判断している O 今回の調査で検出した SK005・013・014はその性格が特定できないので、

確定的な言及はできないが、 SE004や近現代の井戸が多く掘削されていることや調査中の湧水の多さ

から、本来的に居住地としての利用がなされていなかったと考えられる。近世の長大土坑も、何らかの

水管理のために設けられたものと推定しているO 居住区としての利用が可能になったのは、北側を東西

に延びる尾根と同じ高さに盛土を行った近現代になってからである O

次に、検出遺構の時期であるが、 SK001・005は本遺跡の中では比較的古く、 11世紀末から12世紀前

半ころのものであるo S E 004 . S K 013は土師器の底部切り離し技法から12世紀前半以降のものであ

るo S K010 . 012やSDOllからは近世遺物が出土しており、当該期の遺構である o 作田)

3. 241次調査地の遺構基盤層と遺構の編年観

241次調査地は遺構面が2面あるが、本文の土層説明の中でも触れたように、第 1遺構面を形成する

茶褐色土は大宰府編年VIB期が下限であろう o しかしながら本遺跡の南部を東西に延びる尾根の裾部に

あたる本土層の南部からは、須恵器編年牛頭井出x-2号・後田66号窯の時期の残存良好な須恵器が多
く出土している O これは 8世紀中頃に形成された遺構面に、その後尾根上から流入したものであろう O

その上に展開する遺構は大宰府編年xn期のものも含まれるが、須恵器編年牛頭石坂C1・2号から向
井出24号、大宰府編年VIB期から四期にかけてのものが中心で、概ねVIB期から四期が下限と考えてい

るC

第2遺構面の基盤面である灰褐色砂質土から出土する遺物は 7世紀末-8世紀中葉(須恵器:牛頭井

出X-2・同後田66-1-牛頭石坂C1 )のもので、概ね8世紀中頃に形成されたものであろう O その

上に展開する遺構は須恵器編年午頭ハセムシ12号から大宰府編年VIA期のもので、下限を大宰府編年W

A期と考えている。

このことから当該地が最初に本格的な開発を受けたのは8世紀中葉頃で、当初は、西半部が居住域と

して利用され、東半部は畑の畝溝が多数存在することから、耕作地として利用されていた。さらに途中

整地を加えて、少なくとも12世紀代までは継続して利用されていたことが明らかとなったが、それ以降

の継続状況は未解明である E

その他遺構としては第 1遺構面の掘立柱建物跡跡SB046や第2遺構面の条路溝と思われる SD035な

どがあり、当初から計画的な開発が行われていたことが推定できる O

240次調査地とは尾根を挟んで反対側に位置するが、本遺跡は層厚の薄い粘土層はあるものの、基本
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的に厚さ 1mを越す締りの強い砂層が広がり、排水もよく、湧水等もないため、開発の対象地になった

ものと考えられるO

しかし今回の調査では、開発の契機を明らかにするまでには至らなかったため、この点は今後の課題

としたい。

この他、本遺跡から出土した須恵器の中には焼き歪みや生焼けの著しいものが-定量あり、周辺に窯

が存在する可能性も指摘しておきたし、。

前述したように本遺跡へ流入した須恵器が多く見られることから、南東部に広がる丘陵上に、 7世紀

後半の大規模な遺跡が展開していたことは明らかである D

本遺跡の全容解明のためには、窯や大規模な遺跡の存在の可能性も含めて、丘陵上にあったといわれ

る般若寺との関係を考慮に入れた検討が必要となろう o 作田)
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掘立柱建物・溝・その他の主要遺構の座標方位一覧

大宰府条坊跡239次 主要遺構(溝)の座標・方位一覧
遺構名 計測位置 X座標 Y座標 X方向 Y方向 方位

北端任意中点 56100.540 -44382.620 -603.726 444.17335 
N-05

0 

19' 08" -E 239S0001 -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・---司-'・・・・・・・・・・・・・・ ーーーーーーーーーーーー・・ ーーーーーーーーーーーーーー・ -ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー
南端任意中点 56094.310 -44383.200 -609.961 443.65572 

北端任意中点 56101.210 -44378.340 -603.013 448.44643 
N-060 31' 40" -W 239S0016 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー -ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー

南端任意中点 56099.200 -44378.110 -605.020 448.69653 

北端任意中点 56102.410 -44383.350 -601.863 443.42467 
N-OO

O 

33' 13" -E 239S0017 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーー・・・・ーー ，ーーーーーーーーーーーーー
南端任意中点 56094.130 -44383.430 -610.143 443.42753 

北端任意中点 56103.310 -44376.780 -600.897 449.98534 
N-12

0 

48' 58" -E 239S0019 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー・・・・ーーー

南端任意中点 56101.200 -44377.260 -603.012 449.52648 

北端任意中点 56102.220 -44383.390 -602.053 443.38658 
N-OO

O 

19' 32" -E 239S0033 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー・，ーーーーーーーーーー・ ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー・・ーーーー ーーーーーーーーーーーーーー
南端任意中点 56098.700 -44383.410 -605.573 443.40180 

北端任意中点 56102.620 -44382.230 -601.642 444.54252 
N-13

0 

05' 23" -"W 239S0049 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー -・---・・・ーー・・・・・ ーーーーー・・・・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー・ーーー
南端任意中点 56096.470 -44380.800 -607.777 446.03399 

北端任意中点 56100.530 -44379.930 -603.709 446.86332 
N-12

0 

59' 41" -W 239S0051 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー
南端任意中点 56098.060 -44379.360 -606.173 447.45800 

大宰府条坊跡240次 主要遺構(溝・土坑)の座標・方位一覧
遺構名 計測位置 X座標 Y座標 X方向 Y方向 方位

北端任意中点 55993.180 -44477.880 -712.033 349.99240 
N-14

0 

39' 11"-W 240SE004 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー 4・・・・・咽・・・・・・・・岨・・・・・・・・-----_.司.------------

南端任意中点 55991.000 -44477.310 -714.207 350.58419 

北端任意中点 55992.270 -44490.510 -713.069 337.37214 
N-01

0 

23' 50" -E 240SK005 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー -・・・ー・ーー・・・・・・・ ーーーーーーーーー・ーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー
南端任意中点 55990.220 -44490.560 -715.120 337.34265 

東端任意中点 55993.875 -44478.200 -711.341 349.66546 
N・85

0

33' 17"-W 240SK010 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー
西端任意中点 55994.975 -44492.350 -710.383 355.50516 

東端任意中点 55993.380 -44484.200 -711.896 343.67072 
N-84

0 

28' 21" -W 240S0011 --------------------------------ーーーーーーーーーーーーーーー -・・・・・・・・・・・・・・・圃・・M・・・・------・・・・・・・・・・・・・・・・・司凹・-------
西端任意中点 55993.920 -44489.780 -711.412 338.08559 

東端任意中点 55993.600 I -44478.225 ー711.6161 349.64321 。
240SK012 一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一ー一一一一一一-一一一一一一一 N・82

V

06' 06" -W 
西端任意中点 55995.450 I -44491.560 I -709.900 I 363.29037 

大宰府条坊跡241;欠 主要遺情(掘立柱建物跡・溝・土坑)の座標・方位一覧
査構名 計測位置

北端任意中点
241SK010 ----_.圃---------圃・・・・・・・・・・・

南端任意中点

東端任意中点
241SK025 ーーーーーー・・・ーーーーーーーーーー

西端任意中点

北端任意中点
241 SK029 ------------圃・・・・・・・・・・・・・・・・・

南端任意中点

北端任意中点
241 S0030 ーーー---ーーーー・ーーーーーーーー

南端任意中点

北端任意中点
241 S8046 ーーーーーー・・・ーーーーーーーーー

南端任意中点

北端任意中点
241 SK050 ーーーーーーーーーーーーーーー・ーー

南端任意中点

北東端任意中点
241 SK069 ーーーーーー・ーーーーーーーーーーー

南西端任意中点

北端任意中点
241 S0123 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー

南端任意中点

X座標 Y座標 X方向 Y方向 方位

556600559875400 0 
-44432.950 -645.027 394.25413 

N・02
0

18' 33" -W ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー

-44432.900 -646.266 394.31653 

56058.900 -44422.950 -645.767 404.26203 
N-84

0 

24' 25" -W ーーーーーーーーーーーーーー ーーー・ーーーーーーー・---ー・・ー・ー・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー・ー

56059.420 -44428.260 -645.300 398.94709 

556600556437440 0 
-44436.490 -648.462 390.74832 

N-010 04' 27" -E ーーーーーーーーーーーー・・ー ー・・・・・ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー

-44436.520 -650.065 390.73434 

56055.650 -44435.280 -649.140 391.96517 
N -04

0 

1 l' 24" -E I ー・ーーーーーーーーーーーー

ト---------------
ーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー

56052.920 -44435.480 -651.872 391.79250 

5566005552.72490 0 
-44434.730 -649.044 392.51424 

N-07
0 

45' 28" -E ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーーー・ーーーーーーーーーー

-44435.200 -652.499 392.07879 

56054.340 -44432.560 -650.423 394.69814 
N-04

0 

45' 49" -wl ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー・ーーー---------咽・・・・・-----ーーーーーー・ー・・ーーーー

56051.940 -44432.360 -652.820 394.92215 

56059.520 -44429.320 -645.210 397.88615 
N -6 1 0 11' 21" -E I ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーー・ーーーーー---ーーーー・・ー・ーーーーー ーーーー・ーーーーーーーーー

56058.970 -44430.320 一645.770 396.89170 

56058.060 -44435.590 -646.733 391.63107 
N-05

0 

31' 13"-W ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー・ーーー ー・ーーーーーーーーーーーー

56052.990 -44435.100 -651.798 392.17178 
本政庁南門中点は、 X=56.708.680、Y= -44.820.730 (国土座標第E系)であミ
事政庁南門中点からの距離は、政庁中軸線の振れ(G.N.O

O

34' 24" E)を考慮
*道路は各側溝芯々間任意中点を計測している。



大宰府条坊跡第239次調査遺構番号台帳(1 ) 
※主要}量即満期は総合的に宇l断してL】るが、その他は出土遺骨〉偏年観に基づく 3

S一番号 i宣構番号 種別 備考 埋土状況 iI構再市打合 遺構 時期 地区

([可→新) (古→新) 面 番号

239SOOO1 溝 南北に.t行 暗茶褐色土 24.26→17→23 手安 ，，¥4--加

つ '1、六つ 暗褐色土→砂利 (J 

層

3 小プ司拝 4基 暗褐色七 1 加

4 239SX仙 小ア〈群 9基 旬開色t 加.(4 

;) 欠番

6 小プ〈 蹟褐色土ブロックまばら 暗灰褐色土 (4 

i 小穴群 2基 暗褐色土 加.(4 

8 土坑 タライ形。炭仕効まばら 暗褐色土 郎.C4 

9 小穴群 13基。炭間尉子、健土粒子 黒褐色土 9→16・19 回.(3.C4・

H立つ 01~3 

1 0 欠昏

11 小土坑 黒褐色土 (3 

1 2 小土坑 炭仕効まばらに含む 暗褐色土 (3 

13 小穴 炭侶開立子.焼土粒子日立つ 黒褐色土 (4 

1 4 239SXOl4 小穴 炭仕効まばらに含む 暗褐色上 JI→14 平安 (3 

1 ;) 欠番

1 6 239S即時 溝 やや東へ折れて南北に走行 暗茶褐色土→灰 9→16.19→53 1 XJU惟ド (2. (3.03 

褐色土→黒褐色

土→黒茶褐色土

→褐色上→暗褐

色土→茶褐色土

1 7 239S凶17 溝 南北に走行 暗灰褐色土→暗 24・26・27→17 ¥'期局師長 "¥4-...{).t 

茶褐色上→暗褐 →23→l 

色土

1 8 '1、穴 明褐色土 47→18 03 

1 9 239SOO19 溝 やや東に傾くが南北に主行 暗茶褐色土→黒 9・28→19 干安 02 

褐色土→暗褐色

:上

20 欠番

2 1 小穴 炭it:i防粒子まばらに含む 黒褐色土 02 

つつ 239S凹22 溝 炭化殿前子まばらに含む 暗茶褐色土 (4・加

23 239S加23 溝 暗褐色土→黒褐 17→23→l ..¥4・削

色土→茶褐色土

24 小穴 炭化験阻子わずかに含む 茶褐色士 24→17→l 加 .sj

25 欠番

26 小穴 炭仕激耐子を多く含む 黒褐色上 26→17→l 加

27 土坑 炭仕激世子、焼土粒子まばら 暗茶褐色同質士 27→Ii (4 

28 小穴 2基。炭化物粒子、焼土粒子 暗茶褐色士 19→28 つ (2.02 

目立つ

29 小?之 炭仕魚世子わずかに含む 暗茶褐色土 つ 加

30 欠番



大宰府条坊跡第239次調査遺構番号台帳(2 ) 

※=t=Iì虚構1満期借主合的に判断して~)るが、その他は出土遺物崎前観に基づく。

S 一番~} 遺構番号 種別 情考 埋土状況 遺構間切合 遺構 時期 地区

(占→新) (古→新) 面 番号

三l 小穴 2基。炭化物粒子、健士粒子 暗茶褐色土 ') C3 .03 

まばらに含む

32 小穴 炭化秒搾立子わずかに含む 暗褐色上 ') C3 

33 239SOO33 j脅 南北に主行 暗灰色粘質上→ 33→2I→17 ') X期前 :¥.1・加

決茶褐色貼質t 三ド

34 小六 黄白色粘質土ブロックがfl立 明茶褐色上 ') C.1 

って混入

35 欠番

36 小穴 黄白色粘質士ブロックそわず 明茶褐色t ') C.1 

かに含む

37 小穴 炭仕掛耐子をわずかに含む 暗茶褐色上 つ C-t 

38 小穴 炭化物粒子をまばらに含む。 明茶褐色t つ C-t 

黄白色粘質士ブロックがH立

って混入a

39 小六群 3基 決茶褐色砂 Ci.05 

40 欠畠

4 1 小ア司詳 4基 明褐色土 3 加.C-t 

42 小プ司拝 6基 暗灰色砂 +1→42 C-t . C5 

43 小穴 炭仕勅をわずかに含む 灰色砂質土 3 C-t 

44 小穴 茶褐色砂 判→42 3 C5 

46 小穴 暗灰色砂 02 

47 小穴群 3基 暗灰色聞噴土 4I→18・51 3 03 

48 土坑 灰白色砂質土(地山)プ口ツ 暗灰色砂質土 3 03 

クをまばらに含む

49 239S0049 満 南北に走行 暗灰色砂質土 3 副.C4 • D4 

50 欠番

5 1 239S凹51 溝 南北に走行 暗灰色砂質土→ -ti→51→14 3 平安 回.C3 

茶褐色砂

52 239SX052 壁画士層から存在カ事留‘され 黒茶褐色i:→黒 1 02.03 

た遺構で諸国は不暁 褐色土

"-面士層から存在カ唱認され 暗褐色 i二一→黒褐 9 • 16→53 C2 

F斗宣構でよ糊11.和見 色土

54 倒村長 遺構プラン確語問点では権敷 3 加

の小穴と思われたが、調査の

結果倒木曜と和風

青灰色粘土層 旧水田の上層として認説こ 時帰色土層・黒茶

の層を含め、新しいt層は表 褐色土層→青灰

士とした。 色粘土屠+表土

黒苓褐色土層 暗灰褐色土層→

黒茶褐色土層→

灰褐色土→青灰

褐色粘土層



大宰府条坊跡第239次詞査遺構番号台帳(3 ) 
※主要虚構U満肺訴主合的lこ判断してし唱が、その他i拙十遭称乃幅年観に基づくa

S一番り i宣構番号 種別 備考 哩:tfゆt iI構間切合 遺構 時期 地区

(古→新) {古→新) 面 aft} 

暗F)(褐色上層 遺物を多く合む。 暗褐色t層・茶灰

褐色 t ・ 1事J~)(褐

色土層→暗脱帽

色 t層→黒茶褐

色土層

明褐色仁層 暗褐色t層・黒褐

色土層→IJJ褐色

上層→青灰色粘

上層

晴褐色:tJM 黒褐色上層・茶褐

色土層・暗茶褐色

士層・明駅褐色

上層→暗褐色1:

層→Nf:，i(褐色粘
士層・明褐色上

層・!黒茶褐色土

層・晴天褐色土層

暗茶褐色上層 茶褐色土層→暗

茶褐色上層→明

褐色土層・暗褐色

土層

黒褐色土層 調査区東端に堆摘a 炭化物粒 茶褐色土層→黒

fや暁士粒fを多く含弘遭 褐色土層→明褐

物も日立つー 色土層・暗褐色上

層

茶褐色土層 第2遺構面を揮う整地層で、 黄褐色粘質土 、F安 ほぼ調査区

除去後に第2遺構面を検出。 層・茶褐色粘層質 全域

第l遺構面から検出された遣 土層・暗褐色砂・

融乃基盤層となる層。 民褐色粘質土層

→茶褐色土層→

茶灰褐色士層・暗

茶褐色土層・黒褐

色上層

民褐色粘質土 第3遺構面を覆う整地層で、 灰白色i'>質上・明 、ド安 調自主全域

層 除五後に第3遺構面を検出。 茶色粘質士→灰

第2遺構面から検出された遭 褐色粘質上→暗

体乃基盤層となる層@ 褐色砂・茶褐色k

明茶色粘質士 灰褐色粘質fーが変質した可能 灰白色砂質上→

層 性がある。 明茶色粘質上→

灰褐色粘質上

灰白色砂質 t 地山。第:3i宣構面の基盤層 灰白色砂質上→

層 明茶色鮎質上・版

褐色粘質土
」一一一一一一一一一ー



大宰府条坊跡第239次調査 出土遺物一覧表(1 ) 

S -1暗茶褐色t

須恵器 蓋3.蓋C. 郎C、章、費、大型

1-.師器 小皿a.郎 C、丸坪 C、椀 C、費.費(角

閃石入り筑後産かつ).鉢×鍋‘把手

黒色t器.-¥額 破片

黒色土器B額 椀 C

瓦器 破片

瓦顕 手瓦(格子n)、平瓦‘軒丸瓦、破片
灰柚陶器 破片(潰掛けかっ) (1) 

縄文土器 破片つ

士費品 羽口

S-2暗褐色土

須恵器 l費、供膳具
土師器 |破片

瞳州窯系青磁 |椀 1-2b(}) 

士費品 不明製品

S-4明褐色土

須恵器 壷、費、供膳具

上師器 小皿a、椀 C、煮炊具(角閃石入り筑後

産か?)

黒色土器B額 植片

瓦顕 舷片

S-6暗灰褐色土

l須恵器 |蓋3、皿a

a 土師器 |高台?

瓦器 |椀

S-8暗褐色土

須恵器 |費、破片

土師器 |値片

瓦顛 |平瓦(格子H)、破片(縄円)

S-9黒褐色土

須恵器 軍て企ョ，

t師器 椀 C、破片(角閃石入り筑後産かつ)、

杷手(角閃石入り車後産か?L舷片{嘩

付着)

黒色土器B額 破片

S-1 1黒褐色士

|須恵器 |供膳具

'土師器 |郎×椀費×破片

S -1 2暗褐色士

須恵器

土師器

弥生上器

S-1 4暗褐色上

供膳具

破片

破片

須恵器 |杯

上師器

瓦顛

S-1 6茶褐色上

杯 a (咽期)

平瓦(格子円、縄R)

|士師器 |供膳具、椀 C

S-1 6暗褐色土

|土師器 |小Dnal 小皿a2 

|黒色上器B額 |椀c

S -1 6黒茶褐色士

須恵器 費、破片

土師器 小皿a1、丸郎a、椀C、丸椀、器台、

破片

黒色土器B額 椀、破片

瓦額 平瓦(縄円、格子円)

緑柚陶器 破片付)

S -1 6黒褐色土

須恵器 蓋 1、壷、費、供膳具

土師器 小皿a、坪a、椀C、破片(角閃石入り

筑後産かつ)、破片

黒色土器A顛 椀C

起州窯系青磁 椀:n (2) 
瓦額 瓦(慢し)

s 1 6暗茶褐色土

|須恵器 |破片

'土師器 |小Dna 高郎椀C 費



S -1 i暗褐色士

大宰府条坊跡第239次調査 出土遺物一覧表 (2) 

須恵器 蓋:3.郎、 t子丘、郎C、鉢、壷、壷×費、

費‘供暗H(へラ記サ)

上師器 小皿 A‘郎×小皿、椀cx郎 C. 椀 C.

高tf.器台、壷‘賓礼、費、:有炊H(角

閃行人り筑後産かサ)、

黒色土器A額 椀 C

黒色 t~B 額 椀 C、椀つ

瞳州窯系青磁 椀 1 (1)、11 (1). II-2c1 (1) 

瓦額 瓦.手瓦(縄fl、格r-tj) .丸瓦(格子

H.縄日)、破片

fi現品 砥石(砂岩塑)、 .IM曜石破片チャ 卜、|

{j鍋(滑{ifJ 補修品、縦耳)

δ-19暗茶褐色 t

須恵器 費、

土師器 |舷片

黒色 t器A額 |椀×坪

S -1 9暗褐色土

須恵器 t不a、t千C、鉢、費、供膳具

土師器 郎、坪a.椀 C、費b、煮炊具

黒色土器B顛 椀 C

瓦類 平瓦(縄Fl>、丸瓦、値片

白ー製品 滑石

S-19黒褐色土

須恵器 |杯a、費

土師器 |小皿 a 高杯椀C 煮炊具(角閃石入

り筑後産か?)

黒色土器A額 |椀C

S-22暗茶褐色士

須恵器 郎、費

土師器 椀 C、供暗具、煮炊具

黒色土器入額 破片

瓦額 敏片

石現品 周(誕灰;;i)

費
一

1

u

-

-

つ
ニ
器
一

二
恵
一

s-
須
一

S 2 i暗茶褐色上

上師器 |舷片

S-2 i暗茶褐色砂質土

|須恵器 |費

|瓦頭 |平瓦(釦1 縄面調整が山由・にある)

S-:3 3暗茶褐色帖質士

須恵器 |蓋3 壷

士師器 |小皿a1 費(角閃石人り筑後席かつ)

黒色土器B額 |椀c

瓦額 |九瓦(格引1).破片(縄fl)

E
a
-
-

+L
一H
u

一

一
般
一

貫
一
向
一

砂
寸
」

色

一

一

灰

一

一

暗

一

一

9
一
器
一

4
一七一

二
生
一

S
一
弥
一

S-49灰色齢、

|弥主土器 |骸1'，

!
 

・・・且-
，，
 •• 

、-
-EE--

Y
-
a
-
J
 
椀
一

土
寸
」

色

一

一

褐
一
磁
一

黒
一
青
一

つ
二
系
一

5
一
窯
一

二
泉
一

S
一
能
一

S;) 2黒茶褐色土

|須恵器 |壷

位
置
一
×一
費
一

痕

寸
l
」

木

一

一

倒

一

一

4
一
器
一

5
一
士
一

二
生
一

S
一
弥
一



大宰府条坊跡第239次調査 出土遺物一覧表(3 ) 

黒茶褐色 t尉

|土師器 |破片(平安~)

暗灰褐色士層

須恵器 蓋 1. 蓋:3.蓋 J>蓋~.蓋 4. 蓋 C ‘ 

郎、郎a、t子C.高tfX壷、高坪(長脚)、

壷b、壷、鉢、費、大型b

士師器 椀 C、高郎、鉢、壷×鉢、費×鍋、煮炊

具、敏片(角閃{i人り員後産か‘?) . 

黒色士器B額 植片

瓦器 椀C

瞳州窯系青磁 椀 1(1). 1 -~ (1)、 1-~ウ (1 ). 

11 (1) 

自E泉窯系青磁 椀 1(5)、1-~ ( 1 )、 I-~a (1)、

I-6a (1)、 1X 11 (1)、 11(1). 

II-b (5)、1¥'(1 ).椀(1)、破片

(6 ) 

t子 m-~ (1). m-3b (1) 

同安窯系南極 椀 1(1)、1-1 c (1)、 11(1)、

破片(1)

皿 1(1)、 1-1 (1)、 I-lb(1)

瓦頭 軒丸瓦(渇瞳館系)、文字瓦仁平井ーに

平瓦(縄円、格子円)、植片(縄円、格

子F!)、瓦王

石製品 軽石、 E石、石鍬?頁岩)、破片(安

山岩)

土師質土器 橿鉢

須恵質土器 担鉢(東層系)、費(常滑っ)

緑抽陶器 椀(1)、彼片(洛西) (1) 

灰柚同器 灰柚陶器つ椀(1)、壷(~ ) 

肥前系陶磁器 破片

国産陶器 橿鉢(近現代)、破片

国産磁器 舷H-(近現代)

1'1磁 椀1¥'(;)). ¥' (1)、¥'-1 (1). 

V-IX咽-~ (1 )、医(1)、椀つ (1)、

破片(10) 

皿 m-1 (1)、¥1( 1 ). ¥111? (1) 

郎 B (1) 

壷 IIx皿(1 ) 

中国陶器 盤 1 (1) 

須恵質(輸入) 朝鮮系無抽陶器(~ ) 

黒柚陶器 椀(天円) (1).破片(1)

弥生土器 費

金属製品 鉱淳、鉄釘

土製品 珪化木、取瓶、羽口

その他 焼土塊

白書一一

暗褐色士肘

須恵器 |杯、壷

七師器 |供膳具、煮炊具、破片

龍京窯系青磁 |椀 I-lc (1) 

瓦顛 |平瓦(縄 ~n

暗茶褐色上層

積j恵器

土師器

趨州窯系青磁

瓦顕

黒褐色土層

須恵器 高郎、壷、費

土師器 郎、椀 C‘鉢、鉢×費、費b、費(角閃

石入り筑後産かつに破片

黒色土器A額 破片

瞳州窯系青磁 椀 I-lb (1) 

明茶灰褐色土層

|t師器 |破片

茶褐色土層

須恵器 皿a、基卜蓋3、蓋c1、郎、郎a.

郎 C、坪c(内面削直あり)、高坪×蓋、

鉢×盤、毒.壷(肥後系かつ)、費a、

費

士師器 蓋C、皿a.tf. l'不九(ヘラ記号ありに

t子a、t子C. 郎【i、椀、椀 C、大椀 C、

高杯、鉢、費a、費(角閃石入り筑後庄

かつ)、

瓦顛 平瓦(縄F!)、丸瓦(縄J=n. 瓦]~

須恵質土器 費つ

緑柚陶器 破片(費かつ) (l) 

国産同器 破片(近世)

その他 炭化物

黄白色粘質 t層

|須恵器 |壷費

弥生土器 |植片



大宰府条坊跡第239次調査 出土遺物一覧表(4 ) 

明茶褐色粘質士層

|j:師器 |破片

灰褐色粘質上層

須恵器 tf c .壷、費、費?

上師器 直日壷、一重f1縁壷.tf. tf c 、t千cI.

高郎、;賓炊具(角閃[j入り筑後産か・?)、

杷手、値片

製塩土器 煎烈土器

瓦顕 平瓦(慎骨ff1)). 値目ーづ

明茶色粘質 t層

|土師器 |破片

力クラン

須恵器 t子‘ t千C、高郎、費

上師器 t子a‘t千CI、椀 C、鉢×費、費a(角閃

石入り筑後産かつ)、破片

檀州窯系青磁 椀 1 -1 a (1) 

龍泉窯系青磁 椀 1-2b (1)、 1-'1 (1) 

瓦顛 平瓦(縄fl) 

表土

須恵器 蓋 C、tfa、杯C、郎、高郎、高坪×皿、

壷、費

土師器 小皿a、亦 axt千d、椀 C、供膳具、煮

炊具、費a、費(角閃石入り筑後産か?)、

破片

黒色土器A顛 破片

瓦頭 平瓦(格子円、縄円)、丸瓦、軒丸瓦(瓦

当)、植片

土製品 カマド



大宰府条坊跡第240次調査遺構番号台脹(1 ) 
※主要遣肺荊期』地合的1=判断して~¥るが、その他』拙白宣称乃幅年観;二基づく=

S一番り 遺構番号 種別 備~・ 埋土状況 jJ構問~.治 遺構 時期 地区

(古→新) (市→新) 面 t番付

Z.105l¥∞l 士坑 灰色粘土→民掲 平安

色粘性士→茶褐

色仁→暗褐色上

') 2.1051¥∞2 小士坑 l火褐色料性t J6 

3 小穴 民褐色上 H1・2

4 2.10S印似 井戸 床面にrEJi形村噌1みカ¥flって 灰色粘土→明灰 HO・l

いるのみ 色粘土→版茶褐

色粘性士→明灰

色粘性t→U}J茶

褐色t:→民茶褐

色 t:→地山プ口

ック混入士→暗

灰茶褐色士

;) 2.1051¥∞a 上坑 明緑灰褐色粘性 キ.'(e H5 

土→暗灰褐色粘

上灰褐色粘土→

緑灰褐色粘土→

茶灰褐色粘性土

6 IJ、?之 明灰茶褐色土 10→6 l 近世~ 1¥ 

t 小穴 明灰茶褐色土 10→7 近世~ 11 • 2 

8 小穴 明灰茶褐色土 10→8 近世~ 11 

9 2.10SX∞9 小穴 明灰茶褐色土 10→9 近世~ 1¥ 

1 0 24051¥010 士坑 不整R決型士坑 灰色士→明茶褐 10→6 10→7 近世~ H.......J ¥寸

色土 10→8 10→9 

1 1 240SOO11 溝 東西に走行 東部時恢色土→ 12→11 近世~ 13.......ら

灰色砂質土西

部燈色士

1 2 24051¥0 ¥2 土坑 長楠円形大型土坑 中央部暗静疋色 12→11 13→¥2 近ttt....... H.......J 1.......ら

混砂粘土→暗青 ¥4→¥2つ

灰色粘土→青灰

色粘土→茶灰色

粘性士→灰色粘

性士西部暗肯

灰色混砂粘土→

暗青灰色粘土→

青灰色粘土→民

色粘性士→決灰

褐色土→茶褐色

上



大宰府条坊跡第240次調査遺構番号台帳(2 ) 
※主艶宣構Y満蜘地合的lご~.断して~)るが.その他仙拙t迫遭称乃幅勾年:観跡lにこ港基コく乞

1 3 2.10Sl¥O 13 t坑 禾本科植物遺体層あり 灰色粘土→植物 13→12 、F安 1 • 13 

遺体層→混地山

プロック緑灰色

粘士→緑灰色粘

1-.→暗民色粘 L

→静疋色粘士

14 2.10Sl¥O 1.1 土坑 1.1→12 '? 13・4

1 ;) t坑 民褐色粘性士 回

1 6 小穴 茶褐色士 HI 

小穴 茶褐色土 HI 

1 8 小穴 灰茶褐色土 Hi 

茶灰褐色f厨 グリッド H 切~t り南に分布し. 暗茶褐色士→灰

出bI物から平'畑年代lご形成 茶褐色士→茶民

された尉と巧えられる。 褐色上

灰茶褐色士層 グリッド~I 列を中'LAこ分布 暗茶褐色士→灰

し、出土遺物から手安剛¥:.，こ 茶褐色土→茶灰

形成された層と考えられる。 褐色土

暗茶褐色上層 グリッドH---I列を中.t:.-lこ分衛 暗茶褐色土→民

するが、出土遺物から平安時 茶褐色土→茶版

代前期ころに形成されたもの 褐色士

と考えられる

暗褐色野質土 調査区南東部に分布し、地山 白色砂層→黒色

層・黒色砂層 である白色砂層の上に堆摘す 砂層→暗褐色砂

る。層中からは植物遺体も出 質土→明青灰色

土し._t質や体捕状況等を加 粘土→明茶褐色

味すると沼地または湿地が広 :t 

がっていたものと考えられる

が、無遺物のた封時期軍乃詳

細は不明である

明青灰色粘土 B----G2---5の東壁22層に相当す 白色砂層→黒色

層 る土層である。出七遺物は僅 砂層→暗褐色砂

少で、時期等の詳細は不明で 質土層→明肯灰

ある。 色粘土層→明茶

褐色土層→檀色

土層→茶灰褐色

粘性土層

暗褐色砂質土 調査区北西部に分布し河川堆 灰色砂僅層→暗

層 捕によって形成されたものと 褐色砂層→灰色

考えられる。出一白宣物から奈 粘土→灰茶褐色

良時代ころに形成されたもの 土

と推定できる。



大宰府条坊跡第240次調査 出土遺物一覧表(1 ) 

δ-0 1 暗褐色上

t師器 |丸底郎 rt. 小[皿a、高台li.鉢 3

黒色土器B

瓦額

椀 C

5 -0 1 

t師器

黒色 t器入

その他

茶褐色土

小皿 rt. 小皿 rt (へラ).椀

椀

炭化物

S -0 1 

須恵器

仁師器

民褐色士
一ーー一一一T一一
費. t子c、蓋 l、鉢 λ

t子a.丸底郎、小皿a、鉢×鍋

黒色土器B 椀

S -0 1 

須恵器

士師器

灰色粘性上

蓋3X高郎

費、小皿a、t子a、丸底郎×椀、鉢守

黒色土器B

縄文土器

片

ワ

O
一
器
一
器

ニ
恵
一
師

S
一
須
一
上

S-01 

須恵器

土師器

白磁

瓦頭

出J郎
暗灰茶褐色土

8-01 茶民褐色土

須恵器 |費壷壷×停供膳呉川

土師器 |費×壷小皿a

黒色土器s 壷×椀

瓦額 |平瓦(縄~1)

8-01 灰色粘土

須恵器 |型×壷壷壷×鉢郎 C

上師器 |郎 a 高坪

瓦額 |片(格子)、片(いぶし)

その他 |市場ワ

5-05 茶灰褐色粘性上

須恵;器 費.郎、蓋

士師器 椀、高台片、鉢‘¥煮炊呉. ，十

瓦顕 手瓦.片(縄H・格子)

δ-0:> U'*褐色粘上

議1忠器 費、毒、郎c、郎

L師器 費.椀つ、煮炊具(角閃石)

S-05 灰褐色粘上

須恵器 費、供膳具

黒色土器B g・q

瓦顛 平瓦(縄tn

S-O:> 暗民褐色粘t

菊恵;器 費、壷

t:師器 供膳具

鉢 (8郡)i折江宵

白磁 椀¥'-2 x ¥ID -1 (1点)

その他 焼士塊

S-06 明灰茶褐色土

その他

S-07 明以茶褐色土

須恵器 費

上師器

S-08 明茶褐色土

上師器

δ 09 明版茶褐色 L

土師器 高台片、I'r-

瓦顕 瓦(格子)

白磁 椀1¥"x ¥" x ¥U1 ( 1点)

上質品 士鈴



S -1 0 明茶褐色土

大宰府条坊跡第240次調査 出土遺物一覧表 (2)

S -1 0 灰色上

須恵器 費、費×壷、壷、係、 t子a、t子C. 蓋、

蓋C. 蓋 1.蓋 3 、蓋 4 、高t子 I~-

土師法 費、郎、坪a、郎c、坪Cつ.t不CX椀.

煮炊具、煮炊具(角閃石)‘供膳lL片

龍東窯系，..'f値 椀 1 -2 (1点)、 1-2 a (1点)，

1・(1点). II-b (l点)

他器樋盤町(l点)

同安窯系青磁 椀 1 -1 b (l点)

瓦額 九瓦、手瓦(縄rI・格子)、、ド瓦

片、片(縄円)、片

{i担品 蛤月6斧、黒曜石フレーク.碁石(白)

須恵質上器 東播系担鉢

瓦質 片

肥前系陶磁器 椀×皿、片

白艦 椀 IV( 1点)、1¥"x ¥' (2点).V-4 

b x 4 c (1 .~，)、 \ID-2 x:3 (1 .~，)、

片(l点)

皿 ¥1(l点)

壷他・小壷×蓋(広東系)(1点)

中国陶器 他器種・盤II (l点)、片 (B郡)

須恵質(輸入) 朝鮮系無軸陶器(l点)

弥生土器 費

土製品 取瓶、七錨

その他 石炭、鉱淳

一 一

須恵器 費a、費、壷.壷×鉢.t子a-?、昨c、

t子×蓋、蓋、蓋 C、蓋c:3 .孟 1.蓋:3.

L師器 費(角閃イj)、昨a、)Uま坪礼、 t子×椀、

椀、椀 C. 小皿a.鉢、鉢(脚).高杯、

高t子?

黒色t器B 椀 C

瞳州窯系青磁 者 II (l点)

龍泉窯系青磁 椀 1(2 _~.iJ. II -b (4点)、 mx郎

皿(1点)

同安窯系青磁 椀片(l点)

瓦質 片(脚付)

肥前系陶磁器 椀

(1磁 椀 II-1 x 2 (1/υ、1¥"(2点).1¥" 

-1 b (1 .~，). ¥" ( 1 lυ. ¥' -1 x ¥ID 

-2 (l点). V -2 x ¥ID -4 (1 点)、

¥ID (1点).IX (1点).H-(1点)

皿 V (l点)

瓦額 軒丸瓦、、 )L瓦、平瓦(縄円・格子)、片

(縄円・格子)、片(格子)、片

士現品 炉響.リ、}干

その他 石炭、鉱淳、スレート

ごう一 11 恒色上

|須恵質土器 |東播系毘鉢

|瓦質 |鉢 二
)

S -1 1 明灰色土

須恵器 費、壷、壷b.郎c、蓋c、基3、蓋つ

土師器 t不C、丸底郎、小皿a.鉢、高台片

青磁(未分額) 椀(近世)

瓦顛 丸瓦、片(縄日・格子)

土師質土器 鉢

須恵質土器 鉢

瓦質 鉢(1 3 cつ)、毒×鉢、鉢、釜

黒柚陶器 椀(天日)



大宰府条坊跡第2相次調査 出土遺物一覧表(3 ) 

示-1 2 

須恵器

土師器

中国同器 耳壷 (8郡)

示-1 2 灰色粘性土

須恵器 費、費×壷ワ(カキt-1)、片

土師器 椀 C. 片(瓦器つ)

瓦額 片(縄H・格子)

国産陶器 椀、近世椀つ

白磁 皿 IXl点)

S-1 2 茶灰色粘性土

|須恵質土器 |常滑健費?

示-1 2 青灰色粘土

須恵器 費、 tfa.郎 C. 郎、 t子守、蓋 C

土師器 費.費a、郎 c、丸底郎‘椀、椀 C. 小

皿a、大蓋ワ(奈良ワ)、鉢、杷手.煮

炊具、煮炊具(角閃石)、供暗具.片

瓦頼 丸瓦(緒子)、平瓦(格子)、片(縄日)

石製品 砥石

須恵質土器 業播系担鉢

白磁 椀 1-1 (1点J.lI-Ox 1 (1点)、

1I (I点)

灰軸陶器 椀

弥生土器 壷×費

その他 鉱j宰

S -1 2 暗青灰色粘土

須恵器 費.費a.壷.郎.蓋、蓋 l、蓋 C. 蓋

3 

上師器 費.費九‘丸底t子×椀‘椀.椀 C、皿ョ、

小皿a.鉢、鉢×舗、盤.煮炊具‘片

黒色土器B 備 c、椀

越州窯系青磁 椀 1 (1点)、 1-5 (1点)

韓泉窯系青磁 椀lI-b (1点)

他器種郎m-2 (1点)

瓦額 丸瓦(格子).平瓦(縄H・格子)‘片(縄

F!'格子).樽、片

須恵質土器 片口鉢

白磁 椀1¥'x ¥' (1点)

その他 生産工具.石炭

S-1 2 暗青灰色混砂粘土

|白磁 |椀:未分額 (12 c) 

S -1 2 暗灰色砂質士

須恵器

士師器

費 a(1 1 c代ゾ)

楠 c(9'" 1 0 c) 

越州翼系青磁 |椀 I-2 (9 c代)

瓦額 |平瓦(縄Hす川肖し)、片

緑~)(色粘土

日言 |費郎供膳具

丸底係、椀c、鉢

S -1 3 灰色粘土

須恵器 費.費×壷‘郎a、郎(へラ記号あり)

土師器 費、坪 E、大坪 CX盤.坪ax小皿a.

小皿a (へラ)、椀c

白磁 椀 ¥'-4X咽-3 (Xm"，x¥'期)

黒色土器B 椀 c

S-1 5 灰褐色土

|須恵器 |費.費×壷杯.蓋3

|土師器 |片

灰褐色士層

須恵器 費、郎 C

土師器 亦 c、丸底呼a.小皿a (へラ切りに

煮炊具、片

瓦額 丸瓦(格子)、手瓦(格子)、平瓦‘片(い

ぶし瓦)

肥前系陶磁器 椀

灰色粘性上層

須恵器 費.郎 C

土師器 係 aつ、片

龍泉窯系青磁 他器種片(l¥・?)

国産陶器 片

白磁 椀片(1点)



大宰府条坊跡第240次調査 出土遺物一覧表 (4)

茶民褐色上回 暗茶褐色 t層

須恵器 費 a.費、大費b.壷、壷(穿孔・?). 須恵器 費、大費、壷、 t子郎×皿、皿a、t千c、

壷 u書付請)、昨c、杯、坪×孟.蓋 c. t子蓋c.蓋3、蓋c3、片

蓋cJ.畠J.蓋4、基 JX蓋b.高t子 土師器 費 a.t千a. 大t子c、片

t師器 費九(ハケn)‘費、費×鉢. ~旨.壷 瓦罰 軒、ドli...丸li..平瓦(縄f1).Ij-(縄円)、

(畿内系・?)、昨a.t子c、郎、丸底郎、

郎×椀.椀 c、椀.小皿a. 小皿、皿、

皿b'人大皿、脚付、杷子、:賓炊具.片 明青灰色粘t層
黒色t器入 椀 C |糊器 |費壷

:.1，{色士宮B 椀 C 土師器 |脚、片

同安窯系青磁 椀 1 -1 b (1 点)

1i.顕 手1i.(縄日・格子)、ヂl玉Ij 暗褐色砂質 t嗣

.fI製品 滑石片付i鍋‘?) |i:師器 I tf c 鰍 n
瓦賀 鉢(1 :~ c) 

n磁 椀 II-J X 1¥ (1点) トレンチー括

須恵器 費、壷、郎 C、蓋 c、基3、蓋4

灰茶褐色上層 1:師器 壷、 t子a.郎、坪×丸底杯、郎×椀、高

須恵器 費 a.費、大費a.壷、壷b?‘壷 Cつ、 tf 

壷ワ、壷×鉢.壷 bX高郎、 t不a、郎 c. 龍東窯系青磁 椀 II-a (I点)

郎、皿a、皿.皿(ミガキ a)、皿×高 瓦額 平瓦(縄円・格子).丸瓦片、同つ.片

t子、蓋c.蓋3、蓋、鉢a、片 (~ )ぶし瓦)

土師器 費、費(角閃石)、郎a.郎a(飯圧痕)、 白.現品 剥片(安山岩)

郎 c.郎、 t子×丸底杯、 t千aX小皿a、 肥前系陶磁器 端反椀(1点)

椀 c、椀、基3、蓋.蓋×皿、皿、盤、 白磁 椀町(2点)、¥.-2 X ¥11 -4 (1点)、

器台、杷手・人煮炊具(角閃石)、煮炊 V -1} b X ¥1-2 b (へラ描き)

具、供暗呉.片(角閃石)‘片 弥生土器 }1-q 

担塩土器 焼塩壷IIa 

黒色土器B 椀c、片 表士

石製品 滑石片、安山岩つ 須恵器 費、郎c.t子、高郎

瞳州窯系青磁 椀:II-b (1点) (1 3 c初頭) 土師器 tf a ? 

肥前系陶磁器 椀(混入‘?) 黒色土器B 片

瓦額 丸瓦(格 f)、平瓦(縄円・格子)、九瓦 瓦額 片(縄H・格子)

片.平瓦片、片(縄H)、片 須恵質上器 東播系担鉢(1 3 c) 

国産陶器 担鉢・鉢(近世・混入?) 白磁 腕:IV X V X ¥11 (1点)

白磁 壷他壷m(内外面に柚藁))(1 0 c後
手-.....1 3 cまで残る)

中国陶器 費 1¥. (1点) (1 2 c後半)

他器種耳壷¥"1X ¥] (1点)

茶褐色上層

|須恵器 |型a



大宰府条坊跡第241次詞査遺構番号台帳(1 ) 
※主要遺構F荊期は総合的に判断してL)るが、その他制拙』十遁物乃偏年観に基づく=

S一番号 遺構番号 種別 備 J号 哩士状況 iI構間切合 酬| 時期 地区

(古→新) (古→新) 面 番号

小穴 茶褐色士 30→l F6 

つ 2~ ISB倒6 小穴 民茶褐色士 27→2 ‘ド官~ F6 

3 小i'， ~)(茶褐色仁 ω 

4 小穴 灰茶褐色士 1 ω 

;) 2~ 151¥∞a t:坑 暗灰褐色上 15→8→28 1 ‘F安 ifJ G5・6

~後期

6 小六 暗茶褐色土 l 、ド'~---- ω 

小穴 ~)(茶褐色t: I ω 

8 小六 灰褐色上 ω 

9 小穴 暗茶褐色士 手安~ G. H6 

1 0 2~1 5I\0 \O 土坑 灰茶褐色上 \0→ I~ 奈良~ G. H5 

1 1 小穴 民茶褐色士 G. H6 

1 ~ IJ、ア〈 茶褐色土 l G5 

1 3 2~IS郎~6 小穴 灰茶褐色1: 1 G5 

1 tl 上坑 明茶褐色士 10→ I~ 1 半安~ ω・8

1 ;) 241SOO15 満 北北東から南南西にややくね 茶褐色土 15→8→28 20 1 、ド安~ G . H5・6

りながら走行 →15 

1 6 小穴 灰茶褐色土 il→16 1 ω・8

小穴 灰茶褐色土 68→li i8→ 1 G.出

1 8 小穴 赤茶褐色土 29→18 F6 

1 9 2~ IS郎~6 小六 赤茶褐色土 1 奈良~ F5 

20 溝 暗茶褐色土 2(}→15 つ G. H5 

~ 1 小穴 茶褐色土 つ 11 

つつ 小穴 灰茶褐色士 つ 1I 

~3 小穴 茶褐色土 1I 

~4 小穴 灰茶褐色士 つ 11 

~;) 2~ 151¥025 整地士坑 j爽茶褐色土 26→25 35→ 1 平安前 G. H�----3 

26 期~

26 2~ ISD026 溝 :-tぽ東丙に主行 j炎茶褐色士 26→25 -t5→ H3----5 

26 69-→26 

~7 小穴 暗褐色土 27→2 奈良~ G6 

~8 2~IS拠~6 小穴 灰褐色土 15→長→28 1 平安中く F・G5・6

後期

~9 2~ 151¥029 士坑 調査区西墜にかかり、全容は 灰褐色土 29→18 1 、F安前 F.ω 

干明 期末

30 2~IS加30 満 南北に.t行 暗褐色土 3D-→l 事安~ E. F6 

3 1 小穴 茶褐色土 つ F.ω 

32 小穴 灰茶褐色土 l ω 

33 2~IS郎~6 小穴 灰茶褐色土→灰 33→2i→17 奈良~ F5・6

褐色土



大宰府条坊跡第241次調査遺構番号台帳(2 ) 
※主要虚構71J-:湖は紘合的に宇i断してし】るが.その他~im t:遺物乃幅，~f観に基づく z

S一品57 遺構昏E7 種別 備』号 埋t状況 遺構間切合 遺構 時期 地主

(r~-→新) (占→新) 面 t昏号

:31 'J、アJ 茶褐色t つ F • G5・6

日目別35 r14 ;三i壬自転丙に.t:ii 茶褐色t: 35→28 ') HI~3 

JG 小穴 J;k茶褐色t: ‘J F5 

小六 民茶褐色士 12-t→3i ') G5 

J8 小六 茶褐色L ') G5 

:39 I~坑・》 L 同民で.遺構かとうか 灰茶W1色t: ') G . H5 

もf-lJI

10 欠昏

4 1 小六 茶褐色t: ') ω 
1 ~ 小六 茶褐色1: -t-t→-t2 卯→ ') ω 

-t2 

1 J 'J 、í'~ 茶褐色 I~ 69→43 " じ・出

11 2-tISX仙 小六 貼位遺物あり 暗茶褐色t: -t-t--斗2 U 

4 ;) 2-t日郎t5 i14 ~i:王o，f!丙::JJj 灰色骨質t: -t5→26 ') 出.J 

16 2-tIS拠16 掘建ftlt物 E----G5寸
¥lB期

跡

4 i 小穴 茶褐色t: -ti→18・51 F5 

48 小ア〈 茶褐色t: 103→48 F5 ・6

49 小穴 茶褐色士 F5 

50 2-t 151¥050 -t坑 調査区の中では大きな上町で 灰褐色七→暗褐 E • F-t .5 

出土jI物も多いが、性格等の 色土→茶褐色t

詳細は不明c ド帽には横甑等

比較がJ残りの良い規恵器もfl

在コが、いずれもic未から8

dJ.頗の遺物で¥本遺構が形

htされた時期とは整合性が無

く、南側丘陵地からの流れ込

みと身えられる。

;) 1 2-tISX051 小六 掲載宣物あり 茶褐色1: -ti→るl→l-t 平安而i 日

(2-tIS跡的 ~中期

;)? 2-t ISX052 'J、/'- 記載置物あり 灰茶褐色土 ¥lB期 F5 

(2-tIS郎t6)

53 欠岳

54 2-t1SB似6 小穴 灰茶褐色上 F6 

;);) 2-t陪聞記 満 南北に.Efi ~t学自由主千耳1 茶褐色上→明茶 奈良~ F5 

掲動量物あり 褐色上

56 小穴 暗褐色t 日

;) ( 小六群 2払 暗茶褐色1: D.臼

忌8 小プ〈 明茶褐色上 D5 

59 小穴 暗茶褐色 t~ D5 

60 小六 茶褐色上 ') F-t 

6 1 2-t1S郎総 小六群 ~JJS 暗茶褐色上 奈良~ E6 

62 'J、ア〈 暗茶褐色上 D5・6



大宰府条坊跡第241次調査遺構番号台帳(3 ) 

※主要遺構ú)時期は総合的に和慨してL 唱が.そ叫山口Ht:.in物(/)端~I'-副; ~)!，-ノく=

S-?昏LJ 遺構岳り {信 JS- 畦 t~~fj兄 遺構間切合 遺構 的問! 地~

((Ij→新) ((tj→新) 面 品3;-

ti‘t ~~ ISBω6 '1、γ〈 日青茶智正~I: U 

(;'1 小六 日青茶結1色l D5・6

6;) 1I、六 茶褐色 t~ 105→而 つ E5 

(i(i ~~ IS¥066 貼敏遺物あ1) aff茶褐色t D • E5 ・6

(i 7 ~~ 151¥067 t:t/i 調í'ì:1{'#"1にかか 1) 、 1そ'i~;-;: 日町禍色t: (-1・5

1.J ~J 

(i8 畝ヨ禽 南北;こ.t行 茶褐色t: 6S→17 ') G.出

(iリ 日151¥069 I坑 茶褐色l 69 →~3 69→ ') G.出

~6 

70 茶褐色t: 9~ ・70 ') F~ 

畝t湾・》 茶褐色t: 71→16 ') ω・8

7 ~ 'I、ア〈 茶褐色t: ') F3・4

'I、/:. 茶褐色t: ') G3・4

71 小穴 茶褐色上 ') F.ω 

( ;) 畝溝 茶褐色1: 102→ IJ ') F3 

7 (i 畝t脅 茶褐色L ‘) ω 

{ ( 畝溝 茶褐色土 ') F.ω 

7 H 畝溝 茶褐色t: 78→17 ') ω 

79 畝滑っ 茶褐色t: ') G.出

80 畝溝 茶褐色上 ') F.ω 

月l OiJ，荷 茶褐色t: XI--91 ') F .3 

8~ 小穴 茶褐色土 ¥02→82 つ F3 

8 :3 'ト穴 茶褐色上 つ F3 

8'1 畝溝 茶褐色上 ') 日

8;) 畝溝 茶褐色t: 85→92 ') E----G3 

86 畝j禽 茶褐色t: ') 日

87 'I、六 茶褐色1: l似〕→87 ') ω 

88 iiJj脅 茶褐色士 ') F • G2 

89 'I、六 茶褐色1: ') F~ 

90 畝溝 茶褐色t: 卯→42 ') ω 

りl '1、ア; 茶褐色1: 81--91 ') n 

9~ 小六 茶褐色砂質t: 85→92 ') F3 

9:3 小六 茶褐色土 123→93 ') E . F5 .6 

9'1 畝j脅 茶褐色士 9-1→70 ') F~ 

9:> jiJ，揖・》 茶褐色t: 95→II~ ') F~ 

96 畝溝 茶褐色t: ') G2 

97 畝満 茶褐色f: 97→118 ') F3 

98 小六 茶褐色上 106→98 つ E6 

99 2~ 1話099 L坑 茶褐色1: つ F6 

100 畝滑 茶褐色f: 100→87 ') F .ω 

101 'I、ア〈 可!茶褐色1: ') 日.6



大宰府条坊跡第241次調査遺構番号台帳(4) 
※主要遺構J周期;士総合的に相断しているが、モーJ柏um士遺物V.J幅年観に基-Jく

s-岳37 遺構醤り 種別 備 2号 樫u対見 遺構間切合 遺構 時期 地g

(市→新) (古→新) 面 昏号

10 ::! 自'J構 茶褐色1: 102→75 102 2 F • G:{ 

→82 

1 () :~ 満 茶褐色1: 103→~8 2 E5 ・6

10-1 iJj書け 茶褐色t 2 G5 

1 ();) 小穴 茶褐色L ¥05→65 2 E5 

1 () 6 '1、六 茶褐色1: 106→98 2 E6 

1 () 7 小穴 茶褐色1: 2 E~ 

1 () h '1、プ〈 茶褐色t フ D5 

1 () 9 '1、ア; 茶褐色t 2 F:{ 

11 () 小六 茶褐色土 ワ n・4

1 1 1 小六 茶褐色t フ F~ 

1 1 ~ '1、ア; 茶褐色L ワ E5 

1 1 3 '1、プ〈 茶褐色1: ソ F~ 

11-1 小六 茶褐色土 95→I\~ ワ F~ 

11;) iJJ構・〉 明茶褐色士 85→I¥j フ E . F3 

11 ti 小六 茶褐色土 2 E3 

1 1 i 畝溝‘〉 茶褐色t: フ E~ 

1 1 b iJj首 茶褐色t 97→1¥8 2 E • F3 

1 1 9 小穴 茶褐色t ワ E6 

1 ~ () 小六 茶褐色t ワ E6 

121 小六 茶褐色1: ワ 凶

lどと '1 、í~ 茶褐色L ソ 加

1 2:1 2~ISD123 満ー 茶褐色L 123→12j 123 ワ F.ω 

→93 

1 ~ <1 '1、ア〈 茶褐色士 12~→37 2 G5 

12;) 小穴 暗茶褐色t 123→125 2 F • G6 

茶褐色t:層 第li量構面を形成する整地層て¥ 北丙部 (ipJ 111堆 在梱太字は遭

多くJJj宣物を含む時縛首切ご，:t7c 4貴)砂層→灰褐色 物掲報土層

f¥)J、ら IIc代V)ものてτあるが、新 砂質土→茶褐色

い市JAiUlてあ旬、紛れ込み 土→槙茶褐色土

め可制をあ1)中心をなす遺物中 →灰褐色粘性t

最も新しい群I:t&後半かιk代 南索部 (jpJ川雄

であるご山層を切り込も遺骨h 4貴)砂層→暗灰色

らの出t遺物も.同期JJもルであ 粘t→灰白色粘

旬、本土層は慨• .t~五号明l ご形成さ.t l t→茶褐色砂層

たと推定できる →茶褐色土→槙

茶褐色土

民褐色砂質t 主に調査区北西部に分布し.第2 (j吋川堆4責)砂層 tr.欄太字は遭

遺構面を形成する整地層である →灰褐色砂買土 物掲載士層

伴う遺物，tIc末""8cq.J頃Jぺ;JJ →茶褐色土→演

であるこJ層を切lノiさと喧構か 茶褐色土

に山出土遺物も、 11崎両開閉山い

L9c 争.~頭 tで‘JFtJJノである



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(1 ) 

とら o 1 茶褐色土 δ-1 1 民茶褐色士

須恵器 費、郎、蓋3

t~師器 碗 C、Il-

S -0 ~ ~j(茶褐色土 S -1 ~ 茶褐色t

乳曹、器 費、 tf.供暗具 須忠器 費a、1'，
上師器 供膳具、Il- L師器 片

S-03 灰茶褐色t S -1 3 灰茶褐色t:

|1:師器 |費 1， 須恵器 郎、蓋3

上師器

S-04 灰茶褐色1:

|t師器 S-14 明茶褐色士

須恵器 費、 t子、郎×基

S-O;) 暗灰茶褐色t 土師器 椀 C、~\-

須恵器 費、 1量、壷b、郎×皿、皿、基 瓦顛 片(縄11)

上師器 椀 C、椀cx小皿 C、小皿e¥1、昨a、 その他 鉱j事

黒色土器A 椀 S -1 ;) 茶褐色土

瞳州窯系青磁 椀小椀 1-~ b (1点) 須恵器 片

壷×水注片(I点) 土師器 椀 C、t不×湾、片

瓦額 片(縄円) 瓦額 文字瓦

:;-06 暗茶褐色上 δ-16 民茶褐色上

t師器 士師器 費、皿b、片

S-07 灰茶褐色土 S -1 7 民茶褐色土

須恵器 tf c 

士師器 鉢、 I~- 費、片

S-08 灰褐色t S -1 8 赤茶色t

t師器 |t師器 |郎×小皿 一」
(i現品 不明

S -1 9 赤茶色土

S-09 暗茶褐色土 須恵器 杯 C、片

土師器 ，有炊具

土師器 瓦顛 平瓦(縄n)

S-lO 灰茶褐色t S-20 暗茶褐色土

須恵器 費、郎 C、蓋 1・3・C、皿. H 須恵器 費、郎、郎a、蓋、蓋3、高t千

上師器 費、蓋3、片(角閃石)、片 士師器 費、 tfa、供膳具

瓦額 平(縄円) 瓦額

石製品 不明



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表 (2)

δ-') 茶褐色 L

|純器 |費

S -~ ~ ~J(茶褐色 1:

|1:師出

δ-~ '1 ~J(茶褐色上

須恵器 t千a、益

t師器 片

S-~ :l爽茶褐色1:工

;ft恵器 費、古.皿、 zix ，fljif 

1:師器 費、椀 C. 郎

計-~:l発茶褐色I:~

現曹、器 費~. ifc 、基:3. C 

t師器 供輔具、長炊w-

瓦額 瓦(縄11)

S-2:l炎茶褐色-t1'

須恵器 費、壷(肥後/荒尾‘?)、 t子a・c.坪×

蓋

土師器 tf a、郎cx椀 C

瓦額 瓦(縄rll‘li-

金属製品 -+明銅担品

S-~;) 炎茶褐色 ta

須恵器 |費郎 ifa . c 

土師器 |椀c.if el 小叫皿C 煮炊H(角閃行

瓦顛 |平瓦(格「わ). I片1-

S-2 ;)炎茶褐色 t

須恵器 |費坪 t子c

t:師器 |坪×椀蓋3 鰍具(閃光石)片

瓦額 |平瓦(縄F!)

S-26 決茶褐色士

須恵器 費、毒、郎、昨 C、蓋、基 l・:3. a、

t師器 費、椀、郎、小皿九・人高台片、 It

士製品 羽口

瞳州窯系青磁 椀 1(1点)

瓦額 'f瓦(縄H・格子)、 円一

S -2 7 

|動車器

|上師器 )
-

・
1
-

I
唱
一

刺
川
一
l
-
角
一，，.、-
.，〈-

F
B

，-
炊
一

郎
一
煮
一

高
一
、
一
l-
「
L

一

:

-

K
一
費
一
郎
一

色
寸
l
ム

褐
一
暗
一

~)(禍色1:
一ーー一一一一「一一

費.、高t子×壷×蓋

費(角閃石)、小費、椀C、郎aX小皿

瓦額 |ギ.Iil'，

S -~ 8 

須恵出ー

上師器

δ-~9 民褐色 1:

須恵器 費、壷.if.蓋 l・:3、皿

1:師器 費礼、郎、椀、椀 C、蓋 C、小皿、小皿

C 

(i'l，'，，'， Ufi (1点)

瞳州窯系，T磁 椀 II(1点)

瓦罰 'Jl-瓦(縄fll、半i土/'，-

S-30 暗褐色上

須恵器 費、郎、郎c.li 

f:師器 11くa、ti-

瓦顕 平瓦(縄r1)

S-:31 茶同色十

須恵、器 壷‘ t子、蓋

上師器 椀、椀 C、郎×椀.片

i玉頭 'ji-1i. (縄f1)

S-32 ~)(茶褐色士

|1:師器 一」
S-3J r:.k褐色1:

t師器

S-3;) 茶褐色J:

須恵器 費、者b.l千C. 蓋:3、高郎、円面硯、

片

上師器 費、費(角閃(i).if el. 椀c、皿×盤、

郎×皿.高郎、片

担塩土器 焼塩壷 1X II 

黒色土器A 椀 C

瓦額 手瓦(縄fl・格子)、渇瞳箇l式軒iしfi(俺

弁)



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(3 ) 

S -J 6 ~)(茶褐色 l S-;)O 茶褐色上

須恵器 費、壷、郎、昨a・C ・c:3.蓋.蓋 l

士師皆 3 . c 、皿a、鉢 b.高tf.杷下、片

t師器 費a、費(布留).壷、郎、 t千九・ C ・

δ-:3 i 民茶褐色 L d、蓋:3. c :3.皿a・b.郎×壷、皿

気1曹、器 tf ×盤. ~:炊具(角閃(j)、， ~. 

士師器 片 担塩土器 焼塩壷 1. II 額、 I~.

黒色t器入 片

5-39 灰茶褐色士 瓦顛 手l土(縄 tO 、，~-

;(i恵器 費 その他 樹脂'}鉱j宰

t師器 費. ，~ 

S-50 暗褐色t

S-40 奇妙己色粘土 須恵器 費、郎、杯a・C

須恵器 費、坪 C、高坪 土師器 費.皿×盤.煮炊具、供暗具

士師器 費、費(角閃石)、郎b

弥生土器 壷(中期) 5-;)0 ~)(茶褐色士

士費品 竃、不明 |費壷b 郎 tfa . c 孟:3. <1高

郎、皿

S -4 1 茶褐色土

|須恵器 |費 製塩土器 焼塩壷I. II 、IIa 

S-4<1 暗茶褐色士 5-50 ~)(茶褐色上x

|須恵器

上師揖

S-50 灰茶褐色土@

S-<1i 茶褐色士 |須恵器 |償甑

土師器 S-50 灰茶褐色土@

」
S-48 茶褐色 t

須恵器 郎、郎 C、蓋×郎、蓋3 S -;) 1 茶褐色t

上師器 t子a、坪×小皿、:者炊具(角閃石)、片 須恵器 費、 t子、郎c.高坪

土師器 費、 t千九、椀 C、:有炊呉(角閃.(j)

とら -<19 茶褐色t
5-;)~ 民茶褐色土

土師器 E不C、片

土師器 費a (頭部にユピオサ工)、郎a (6 b 

期)、鉢

S -:) :3 灰茶褐色上

士師器



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表 (4)

鉢
一
×一
椀
一:
 

蓋

一

片

J
 

J
 :
 

L
E昼

-

E

E

F

-
-
一
、
一
瓦

1

1

 

一
回

E
L
l
-
L

色
一
自
一
!
一

l

褐
寸
|
」
|
|
寸
|

?

代

一

一

一

J

J

 

M
一

一

一

A

H

E

-

-

一

'

:

 

戸

J

-

H
堂

-
R
X

一

一
恵
一
師
一
額

、b
一
須
一
上
一
瓦

5-:):) 茶褐色 t

須恵詰 費、費九、費×省、 tf.tf a 0 c、畠 l

2・J0 c 0 c J・c1‘皿 λ。鉢b.

高郎、甑

1:師器 費、 t子a0 c. 皿 a ・ b. 煮ij~n (向閃
イj). 1'( 

現塩1:器 焼塩壷II-aob‘M照t器

li額 九瓦1'，‘宇品: (縄 ~n

その他 焼 I:t鬼

5-:)J 明茶褐色t

須恵器 賞、郎

士師器 供時具、片

5-:)6 暗褐色士

須恵器 費、省、郎、蓋 1・3

上師器 費、郎、"'-

S-3i 暗茶褐色士

土師器 費、杯、蓋3.鉢×盤、片

5-38 明茶褐色上

須恵畠 杯 C、片

七師器 費

5-39 暗茶褐色 J:

|土師器 |型

S -6 1 暗茶褐色上

須恵器 費、蓋×郎

土師器 費(角閃石).郎

瓦額 平瓦(縄tl>

5-6~ 暗茶褐色t

t師器

δ 6 J 暗茶褐色上

3ft忠器 壷. tf. t子C、基‘蓋(壷iIの蓋)、高

t1に

t師器 ffc ・cI. li 

現塩 L器 焼塩壷II-iI 

μ;顕 平瓦(縄 t~) 
L-一一一一一ー

δ-61 暗茶褐色t:

制器 |費壷×鉢郎 tfa. t子×皿蓋蓋

土師器 |費(角閃石)、竃×費.11-

5-66 晴茶褐色-1-.

須恵器 費、~. 郎、基仁、高郎、高坪・〉

t師器 費、費(角閃イj). tf. tf c 、蓋J.皿

a 

現塩土器 焼塩壷E一九

瓦顕 ヂ瓦(縄fll

5-6i 炎茶褐色士

須恵器 章、大杯、昨.t千C、蓋、蓋3・c:3 、

甑

上師器 費a、費 (fil閃fj)、tf.1'( 

瓦額 九瓦(縄日)、平瓦片

上現品 羽[)・3

S-68 茶褐色 1:

|純器 |高坪

J t師器 I 1'， 

8-69 茶褐色上

須恵器 |費者b、壷×郎c、杯、郎 λ ・C、蓋

l・3、高郎

上師器 費、昨×皿.片

5-iO 

|須J恵器

It.師器
17f坪吋蓋と一寸

S -i ~ 茶褐色t

I ~-t師器



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(5 ) 

び-( ;) 茶褐色 t δ-90 茶褐色t

須!M器 費、蓋 l

上師器 費、 t子、 H- 上師器 :有炊呉(角閃石)、片

:::) -7 G 茶褐色t と-9 ~ 茶褐色砂質t:

|L師器 |費a(角閃石) |純器 |壷×甑

:::)-77 茶褐色上 と;-9 :3 茶褐色 1:

|費a 須恵器 壷.t子

1:師器 費、費九、杯、片

S-78 茶褐色土

:::)-94 茶褐色 1:

上師器 気l!!!器 費、壷、 tf.t子×基、韮、基:3

t師器 費、皿、片

とき -8 1 茶褐色上 |黒色 t器.-¥'? 円a

須恵器 |費、費a.郎、蓋3・C. 小蓋:3 (口径|

1 ~ c rn 以下)、横甑 S-95 茶褐色上

士師器 |費.費(角閃石).tf. I~ 須.Il!，器 蓋

上師器 費、費a.1'( 

δ-83 茶褐色土

:::)-97 茶褐色士

土師器 須恵器 蓋a、郎、郎 C、蓋3

土師器 費、費a、郎、片

こう -8 ，1 茶褐色上 瓦顕 干瓦(縄1--1)

S-99 茶褐色上

S-85 茶褐色土 須恵器 費、郎a・C、蓋、蓋:3、皿a、皿ax

高t子

士師器 費、 t子、片 士師器 費a.費(角閃行)、日ー

S-87 茶褐色1: S -1 0 0 茶褐色 L

須恵器 t子、 tfc 

上師器 皿h. I~-

と;-88 茶褐色上

須恵毘 費、郎、蓋、蓋c:3 S -1 0 1 I~J 茶褐色 L

土師器 費、昨

現塩土器 ‘〉 士師器

瓦額

S -1 0 :3 茶褐色士

S-89 茶褐色t

士師器

土師器



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(6 ) 

~ - 1 0 tl 茶惜色仁 とう - 1 ~ 1 茶褐色士

須愈;器 費、昨 須恵器 if 

t師器 煮炊具(片) 士師器 費

その他 焼上魂

S -1 ~ :3 茶褐色土

S - 1 0 G 茶褐色t 須恵器 t子.郎C、蓋

須}tf.器 費、壷、郎、昨×益、基 C、鉢 上師器 費、郎、片

士師器 費‘ t千九 石製品 黒曜石(姫島産)

瓦顛 片

t現品 ;J;j(J とき - 1 2 tl 茶褐色土

須恵器 蓋:3、片

S-1 0 8 茶褐色 t 士師器 費、費a、H-

須恵器 |費郎恥蓋蓋c:3 -:3 高郎

土師器 |費郎坪×蓋円 S -1 ~ :l 暗茶褐色t

瓦額 IH・〉 須恵器 郎 C. 蓋.片

土師器 費、片

S -1 0 9 茶褐色上

須恵器 郎、蓋3

士師器 費、郎、片

S -1 1 3 茶褐色士

須恵器 郎×蓋、高坪

士師器 坪×皿、煮炊具

S -1 1 tl 茶褐色上

須恵器

土師器 郎×皿

S -1 1 J 明茶褐色土

|現郎片

S -1 1 6 茶褐色士

土師器

S -1 1 8 茶褐色士

須恵器 費、 t干蓋C

土師器 費 a、郎、片

S -1 1 9 茶褐色上

須恵器 費、郎

土師器 費 a、片

黒色土器A 片



明茶褐色士層 F・心 2

大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(7 ) 

茶褐色t層

須磨、器 費、壷.杯、坪 C. 蓋.蓋 C . 1・:3.

高坪.横瓶、甑

費、昨×皿、皿 b

取瓶

器
一
品

師
一
型

ι
L

一ι
L

茶褐色砂質士層

須恵器 t干C. 蓋、蓋3

士師器 郎、郎a. 片

情 椀(1 3 (後半"-1 4 (前半)

瓦額 平瓦(格子).いぶし瓦

石製品 滑石片

白磁 椀1¥"x ¥'額

演茶褐色士層

須恵器 費.費九、蓋 1・:3• C • C 1、坪.t子

a . (.皿、壷、高郎.短脚高t千杷手

七師器 費、費a.楠(.腕×郎‘太郎×盤、坪

×小皿‘小皿a1 (へラ).皿、皿b、

蓋3、煮炊具(角閃石)、把手

型塩士器 煎然土器

黒色土器:¥'? 椀 C

越州窯系青磁 椀 1 -2 bゥ(1点)

須恵器 壷、壷ュ.b . ~ '?・ CIX i. 小壷.壷

×費.大費.費、費 1.高杯.低脚高t子、

皿、皿司、鉢.鉢九 :3. h.郎.C. 

小坪c，t子×蓋、蓋 l・2・3・1・1

3'('c1'c3'c(角閃石)・ 4.

小蓋a3・c3 、瓶、 r但~ ~，脚、杷手、

片(漆付)

t:師器 費.費(角閃石).費九把手付、費×鉢、

鉢、鉢×竃.竃、壷、坪(畿内系)、昨

c (畿内産)、杯ョ・ c・cI. t子aX皿

b 、皿 a'b 、小皿、小皿 ~i • C、皿c

×盤、蓋3.椀 c (量内系・?) .器台.

把手.片

製塩土器 焼塩壷卜 E九・ b. !m然上器

黒色土器A 椀 C. 片

瞳州窯系青磁 楠 1 -2 (9 (後半) 1点

長fJ;窯系青磁 水IE(9 c代) (2点)

瓦額 丸瓦、丸瓦(へラ記号)(行基).平瓦(縄

!=J.格子) (ナデ消しに It *ナデ消し

は8c初頭以前

須恵質土器 担ね鉢

灰軸陶器 費(1点)、壷(1点).蓋(2点)、皿

×盤(1点)

国産陶器 摺鉢

中国陶器 費片 (F群) 1 3 c代事F群は法量

が大きい

須恵質(幡入) 新星土器壷[多弁花文(スタシフ三重

円山回りに花弁状- j 

石製品 冊、砥石‘碁石(6点)、安山岩.黒曜

石

金属製品 不明、俸状

士製品 取瓶. :t] U (銅楕鎮)、蝿慢造品

そ"Jノ他 健 t:塊、鉱淳.筒形淳、力i墜・】

岡空 -a1 
1
 
、
ー蓋'

¥
一
片

L
E
'
E
 

;
 
;
 

V
K
I
-
-
1
 

旬
川
一

I
1

高
一
閃

.
一
角

甑

一

(

ゴ
横
一
費

?

d

1

I

l

e

-

-

υ
 

也空 戸h'? 



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(8 ) 

茶褐色t層 LJ1-3 茶褐色土層 LJ6-6 

須恵器 tf 

土師器 費ョ (?c後半)=頭部内面に捷がたい、

坪×皿、片

茶褐色土層 04-4 

|須恵器 |費、1

茶褐色土層 LJ4-i) 

須恵器 t干c

土師器

茶褐色土層 LJ4-6 

須恵器 !Wa(LJ1-7Jノ賓と同 個体山ロI能性
あ'J).費×壷、昨

土師器 |費(角閃石)、 I~-

茶褐色士層 D4-7 

須恵器 |費(04-6の費ヨと同 個体の可能性

あ')).費、蓋3、高杯、郎 C、小坪 C

士師器 |費(角閃石)

茶褐色t層 LJ6-1 

|鯨器 |大費坪郎3 蓋 C

茶褐色士層 D6-2 

土師器

茶褐色上層 LJ6-:3 

須恵器 大費

須恵質土器 坪(篠窯) 事要底部妬本

灰柚陶器 費(1点)

瓦額 平瓦(縄H・格子).手瓦片

石製品 刀子、不明

その他 健土塊

国空
具膳供

杯
一
・

・
一
具

l
-
費
一
炊

一
一
大
一
煮

ぷ
U

「

1

I

D
一

岡空
D6-i) 

|大費

| 郎×皿b. 円ー

茶褐色士層 LJ6-7 

須恵器 大費

士師器 煮炊具、片

茶褐色士層 E 4 -1 

|t師器 |鉢片

茶褐色士層 E1-2 

|須恵器

茶褐色t:層 E1-] 

|鯨器 |費

茶褐色土層 E4-4 

| 上師器 |費

茶褐色土層 E4-i) 

|須恵器 |費c3 

茶褐色土層 E4-6 

|鯨器 |費

茶褐色土層 E4-7 

|鯨器 |蓋 l

茶褐色士層 E1-8 

| 士師器

茶褐色士層 E i) - 1 

士師器 皿b'?

茶褐色士層 F 2 -1 

須恵器 慣甑.大費九、費九、 t子

士師器 費. t子×皿b

茶褐色上層 ド1-1 

須恵器 費、 t子，1

f:師器 片



大宰府条坊跡第241次調査 出土遺物一覧表(9 ) 

茶褐色t層

回空
土師器

也竺竺

茶褐色士層

也竺

灰褐色砂質土層

須恵器

士師器

上製品

茶褐色砂層

須恵器

土師器

IF郎 C 恒脚高郎
|皿b 片

戸テ蓋3

「費壷蓋 I 崎 c3 

費、壷、郎、昨 C. 蓋蓋C ・1・3・|

皿×高杯

費、坪、停aor b (暗文........8 c初頭上

皿b

羽口

費‘費<1 (7 c)、昨×蓋、蓋3.瓶

費・壷(古式士師器)‘郎、皿b、皿b

×鉢、鉢、高郎(古墳時代)、片

表土(北東端部調査区壁画)

綿器 |費壷坪 tfc 蓋皿

土師器 |費恥椀 C 高郎片

瓦額 |丸瓦(縄!=l) 平瓦(縄~) 平瓦片
その他 |鉱浮

表土(調査区東壁)

締器 |費費a 壷郎郎 C 蓋 1• c . c 

士師器

上塑品

3 

費.杯、杯 tj，椀c.鉢.片

;阿 1]

表土(調査区南東壁)

須恵器 郎、杯 C. 蓋、蓋 1・3

土師器 費、郎a.腕 C、皿×杯、

睡州窯系青磁 椀 1 (1点)

瓦額 事瓦(縄円・格子). /. (縄H)

弥生土器 費

金属製品 不明.鉱淳×不明

瓦器 椀

表土(調査区西壁)

I須恵器 |費杯蓋

' t師器 |郎杷手×脚

表t じ一 l

ι些 l栴腕c (¥1D........広期)川 C
表土

須恵器 費、費c1. b.費×壷、壷、壷b.t千

t子3、郎 C、郎×蓋、蓋.蓋 1・3、鉢

(杷手付)、皿、高坪

士師器 費、費bリ、費×竃.費×鉢.毒×鉢.

郎、郎a.椀c、昨×皿、小皿 3・九 1. 

c .片、片(貼付突帯あ 1))

黒色土器A 椀、椀C

黒色土器b 椀、椀 C. 片

瓦器 腕

檀州窯系青磁 椀 1 (1点). II (1点)

瓦額 平瓦(縄H・格子)、片

肥前計陶磁器 腕(近世)

国産陶器 備×皿(近世)

国産磁器 椀(近世)、不明(近・現代)

白磁 腕 II1 (2点). II 3 (1点)、1¥'(1 

点).¥' 4 x ¥1D -LJ (1点).l¥: ( 1点).

片(1点)

皿 ¥'1( 1点)

他片(広東系)、片

石製品 滑石製石鍋':>碁石(1点)

士製品 金属関連生産用具

その他 鉱淳、鉱i宰つ‘焼土塊、タイル

憎乱心 -3・4

|締器 |費郎郎c 蓋3

!i:師器 |賓費プ』片



写 盲六 図 版

-写真の中の番号は、岡版番号を示す=

例 239・15・l

/¥  
Fig.番号挿図番号



1.大宰府条坊跡第239次調査 第 1iY十時而全長 (上が南東)

2 大宰府条坊跡Id239次i潟1f
SD∞I完似状況 (尚ーから)

Pla.23Sト1

3 .大宰府条坊跡第239次調査
SD017完掘状況 {南から)



Pla.23~ト 2

1.大宰府条坊跡第239次調査
S0017土層観察 (雨から)

2.大宰府条坊監事第239次調査
S00l6完掘状況 (北から)

3.大宰府条坊跡第239次調査
S0019完掘状況 (南から)



左上 1. 大宰府条坊跡第239次調査
m2遺構而全殻 (府内から)

右上 2 .太宰府条坊跡第239次調査
S0033完掘状況 (I首から)

右 3 .大宰府条坊跡第239次調1i:
S0033上層観察 (I首から)

!r.下 4 .大宰府条坊跡第239次調査
第3造俗画全長 (上が南東)

右下 5 .大宰府条坊跡第239次調査
S0049・S0051完綿状況 (北から)

Pla.239-3 



Pla.239-4 

1.大宰府条坊跡第239次調査
調査区北壁土層観察① 西側

(南から)

2.大宰府条坊跡第239次調査
調査区北壁土層観察② 中央

(南から)

3.大宰府条坊跡第239次調査
調査区北壁土層観察③ 東側

(南から)



I 大宰府条坊跡第239次調査
調査区南東壁土層観察① 東端
(北西から)

2.大宰府条坊跡第239次調査
調査区南東壁土層観察② 東側

(北西から)

3.大宰府条坊跡、第239次調査
調査区南東壁土層観察? 中央

(北西から)

Pla.23Eト5



Pla.235ト6

1.大宰府条坊跡第239次調査

調査区南東壁土層観察$ 西側

(北西から)

2.大宰府条坊跡第239次調査
調査区Cライン土層観察

(北から)

3 .大宰府条坊跡第239次調査
調査区全景および同第242次調査区の一部
東側 (上が南東)



Pla.239・7

E~ 
Fig239-品Ii

Fig239-9-5 

Fig23与9-15 Fig.239-1ι3 Fig239-J 0-JI 



Pla.240-1 

-大宰府条坊跡制0次調査

一‘第 1遺構面全景 (上が南)

調査区東壁土層観察

(北寄り・丙から撮影)



調査区南壁土層観察

(北東から撮影)

調食区南西端壁土層観察

(北から撮影) ~ 

Pla.241:ト2

， 

，.， I ， 
h 
、¥': 、
〆‘• 



Pla.240-3 

SK剖 I造物出土状況
(北から撮影)

SK剖 1完掘写真
(北から撮影)

SK-004完掘写真
(北から撮影)



SK剖 5完掘写真

(西から撮影)

SK-012完掘写真

(東から録影)

SK-013土層観察

(南から撮影) .;. 

Pla.24ι4 



PIa.240-5 

Fig.240-8-6 

Fig240-9-1 

Fig240-8-24 

Fig.240-8-5 

Fig.240-8-8 

./ 

Fig.240-8-25・26

Fig.240-8-19 

SK∞4灰色粘土
府塙

Fig.240-1O-1 



縄
SK-OIO明茶褐色土
近世陶磁器

Fig.240-14-6 

Fig.240-14-9 

戸戸戸-，

-

Fig240-104及び
SK-OIO灰色土近世陶感器

Fig.240-14-7 

Fig.240-15-2 

Pla.240-6 

Fig.240-10-3 

SK-012暗青灰色粘土
生産工具

Fig.240-15-4 

Fig.240-15・7



Pla.241・1

大宰府条坊跡第241次調作

北半部全景 (上が北)

調jIt区北墜上層観察

(南から搬影}



調査区東壁土層観察

(西から撮影)

調査区中央部深掘

トレンチ土層観察

(西から撮影)

SK-025完掘写真
(北から撮影)

Pla.241-2 



Pla.241-3 

SD-035完据写真
(北西から線影}

SB-u46完掘写真
(西から撮影)

SK-050完掘写真
(北から撮影)



却Hの畝溝全景
Utから撮影)

第 1遺構面

整地層中から出上遺物

(北東から蝿影)

Pla.241-4 



Pla.241-5 

Fig.24 1-8-2 

Fig.241-8-10 

Fig.241-9-1 

Fig.24 1-9-7 

Fig.24 1-8-19 

Fig.241-8-21 

. 
6 

"‘ 

Fig.241ふ7 Fig.241ふ8

Fig.24 1-8-11 Fig.24 1-9-5 

Fig.241-9-3 Fig.241-~ト2

Fig.241-9-9 Fig.241-8-13 

Fig.24 1-8-22 

Fig.241・8-24



Pla.241-6 

Fig.241-10-1 Fig.241-10-2 

Fig.24 1-10-3 Fig.24I-I0-4 

F， 
Fig.241-19-2 Fig.241-19-4 Fig.241-19-5 

F:週
Fig.241・19-6 Fig.241-19-8 Fig.24 1-19-9 

Fig.241-19-12 

Fig.241-19-14 Fig.24 1-19-15 



Pla.241-7 

Fig.241-10-5 

Fig241-10-10 

Fig.241-11-4 Fig.241.11-3 

a、明.噌-・
ー軍 司.，
_， 4岨...... ，0-

-j" • M . 

Fig.241-11-8 Fig.241-11-9 

Fig.241-12-11 

鞍
Fig.241-13-10 

Fig.241-12-12 

hh f ユ '~. ~~

.・・・画量切・・"
可掴園田園~'Jf

W奇書.V

Fig.241-12-7 

Fig241-13-12 

Fig.241-13-1 

Fig241-11-1 

Fig.241-12-4 

..-・;-" lf.;i" 

Fig.241-11-12 

Fig241-12-8 

Fig.241-14-3 



Pla.241-8 

Fig.241-14-1 Fig.241-19-21 

茶褐色土層一括出土
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ふりがな だぎいふじようぼうあと 28 

1l't， 太宰府条坊跡 28 

副書名 第239次・第240次・第2.11次調査

シリーズ名 太宰府.Iiの文化財
シリーズ昏ザ 第82集

ーー1.'~. Jt.LMI正 作111.緋僑湾過博
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ふりがな 条坊
所住地

コード 噌標 q司1:時標第日系} .II-ft:期間 調1t面積
調任問(J刈

所収遺跡名 l鑑山推定案1 市町村 遺跡.サ X Y 開始 終 f 町、

だぎいふじようぼうあと ん:n9・10条 太宰府.Ii

太宰府条坊跡第239;:欠 5坊
2附)4.1-2却 誠)99.∞ -44382∞ ョX>40i20 ヨゆ11221 i5朗

朱雀4f11 

だぎいふじようぼうあと
)，:$11条4坊

太宰府.Ii 地1>(道路

太宰府条坊跡第2.10次 朱雀4ru 
ω2'214 2)(ゆt-t-240 55鋭的.∞ -44486∞ ヨX>40i却 ヨ泌~1221 399.95 

瞥備'併案

だぎいふじようぼうあと
Jr.$1O条4坊

太宰府.Ii

太宰府条坊i跡第241次 朱雀4ru 
210044 -241 示支出.∞ -44429∞ 弐均41103 気制ロ21 310∞ 

所収遺跡名 遺跡種別 時代 主要遺構 j:.要遺物 特記事項

だぎいふじようぼうあと
手安 講 9

須恵器 1:師器 Ji. 滑li製イi鍋および補 3面ある遺構面のそれぞれに条坊の

太宰府条坊跡第239次 修品鉱i事 南北t(画t俸を検出したご

だざいふじようぼうあと
太宰府条坊 平安・近隣 上坑9・講 1

須恵器 1:師器瓦 li器 1:製品本胎 調査M南附

太宰府条坊跡第240次 漆器健・崎 認した

だぎいふじようぼうあと
奈良・平安 細立住建物跡 l・講6

須恵器 1:師器瓦 li器 1:製品金属 第2遭構面で東西lベ画iJ.畝講を倹

太宰府条坊跡第241次 器新羅上器・都峻系1:師器 出した
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